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第２項　ݯ೭ਐ࿌

೭進櫓は、熊本城の東側にある東竹の丸に残る重要文化財建造物のうち最も北にある櫓である。折れݯ

。෪になるנがり一重櫓、本ۂ

創建は慶長期と考えられるが、実ূできる記録は見当たらない。昭和 55 年発刊の修理工事報告書（以

下、55 年報告書、という）には「ݯ೭進櫓に෪かれていた二本の古いݢ丸נは、長さ一ईࣣੇ程で、不

開門に保管されている長さ一ई࿡ੇ۝分の元࿣五年の໏入נとよく似ており、同年໏の平נも数点ݯ೭進

櫓に෪かれていたことから、元࿣期にݯ೭進櫓はあったと൑断できる。َ （一ീ一۝）の一つには文੓二年נ

の໏があるが、数度の修理を受け、҆੓࿡年（一ീ五۝）には大修理が施されている。この時の౩ࡳは現

在も櫓内に残っている。」とある。さらに、「۱木ઌ֖נの一つには明治十ീ年（一ീീ五）の໏があり、

本౩ௗᦵנの一つには昭和ࣣ年ࠒと思われる製作者໊が見られる。しかし、今次のഊ戦による軍関係書類

の焼٫等により記録が全くなく、修理したことを想૾させるだけである。昭和三十三年には文化財保護委

員会の直営で解体修理が行われたが、当時の記録が残っておらず、ৄ 細な形式技法によるൺֱはできない。」

とされている。この昭和 33 年の修理では、復原等は行われていないことから、現状変更にかかる記録も

ない。今回の資料調査では 55 年報告書に掲ࡌされている写真原൘は見付けられなかったが、それ以外の

昭和 33 年修理前の写真（Ψϥスס൘）が見つかったので一部を以下に掲ࡌする。

図 6-87　昭和 33 年修理前のݯ೭進櫓内部南より

図 （຋刻）ࡳ೭進櫓౩ݯ  6-86 図 6-88　昭和 33 年修理前のݯ೭進櫓北面
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第̏項　࢛ؒ࿌

࢛間櫓は、ݯ೭進櫓の南側にあり、南側には十࢛間櫓・ࣣ間櫓・田ࢠ櫓と連なる多門櫓܈の一֯になる。

慶応２年（1866）の౩ࡳがあることから、そのときの再建であるとされる。

昭和 32 〜 35 年度にかけて、十࢛間櫓とともに解体修理を受けており、この二౩が同時期に現状変更

許可申請を提出し、旧状への復原が行われた。昭和 58 年３月刊行の修理工事報告書（以下、58 年報告書、

という）には、前回修理の概要と現状変更要ࢫ及び変更前後の略平面ฒびに写真が掲ࡌされているが、今

回の調査で現状変更にかかる写真が確認できたので、現状変更要ࢫとともに掲ࡌする。

Ⅰ　᫛࿴ �� 年㸷᭶の⌧≧ኚ᭦にಀࡿ෗┿

要ࢫ一　西側南୺間の૭を撤去し、壁に復する。

図 6-89　要ࢫ一　࢛間櫓
もと壁であったと見られる૭。文化庁所蔵。

図 6-90　要ࢫ一　࢛間櫓
؏の੾りޱよりみて後に੾断されたと見
られる。文化庁所蔵。

図 6-92　要ࢫ一　࢛間櫓内部
南୺間の૭を撤去する。文化庁所蔵。

図 6-91　要ࢫ一　࢛間櫓　西側出入ޱと૭
文化庁所蔵。
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要ࢫ二　চ構造を旧規に復する。

図 6-93　要ࢫ二　࢛間櫓大引
大Ӫは半間ຖに入れられているが、間柱通りのものは壁面にಥきつけとなっている（後に入れられたもの）。
文化庁所蔵。

図 6-94　࢛間櫓　昭和 32 年修理前内部西面 図 6-95　࢛間櫓　昭和 32 年修理前内部西北面

図 6-96　࢛間櫓　昭和 32 年修理前内部北面

Ⅱ　᫛࿴ �� 年ಟ⌮๓のᅄ㛫ᷳ

　今回の資料整理で、修理工事報告書掲ࡌ以外の昭和 32 年の修理前と思われる写真が確認できたので資

料として掲ࡌする。

図 6-97　࢛間櫓　現状平面図
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図 6-98　十࢛間櫓修理前東側（城外側）
文化庁所蔵。

図 6-100　十࢛間櫓修理前内部
南より北方を見る。文化庁所蔵。

図 6-99　十࢛間櫓修理前西側（城内側）
文化庁所蔵。

第̐項　े࢛ؒ࿌

十࢛間櫓は、࢛間櫓の南に連なる本נ෪の一重櫓で、北にはݯ೭進櫓が連なる。天保 15 年（1844）

の౩ࡳがあることから、そのときの再建とされる 3）。

昭和 32 〜 35 年度にかけて、࢛間櫓とともに解体修理を受けており、この二౩が同時期に現状変更許

可申請を提出し、旧状への復原が行われた。58 年報告書には、前回修理の概要と現状変更要ࢫ及び変更

前後の略平面ฒびに写真が掲ࡌされているが、今回の調査で現状変更にかかる写真が確認できたので、現

状変更要ࢫとともに掲ࡌする。

Ⅰ　᫛࿴ �� 年㸷᭶の⌧≧ኚ᭦にಀࡿ෗┿

要ࢫ　西面各૭を撤去し壁に復する。

図 6-101　十࢛間櫓平面図
　　北に࢛間櫓、南にࣣ間櫓・田ࢠ櫓をྻͶる
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図 6-103　十࢛間櫓　昭和 32 年修理前　北面

図 6-104　十࢛間櫓　昭和 32 年修理前
十࢛間櫓とࣣ間櫓の઀続部分。図 6-99 にൺ
べて破損がݦஶである。

Ⅱ　᫛࿴ �� 年ಟ⌮๓の༑ᅄ㛫ᷳ

　今回の資料整理で、58 年報告書掲ࡌ以外の昭和 32 年

の修理前と思われる写真が確認できたので資料として掲ࡌ

する。十࢛間櫓の外観は、前掲の現状変更写真とൺべると

壁がམちており、破損が進行したように見えるが、現状変

更の写真をよく見ると、その部分が補修されているように

見えることから、ز分前の状態かも஌れない。これらの現

象は、ࣣ間櫓や田ࢠ櫓にも確認でき、修理直前に補修がな

された可能性が指摘できる。

図 6-102　十࢛間櫓　南より「第五」「第ࣣ」「第۝」「第十三」૭
各間の૭は内法؏੾断され、柱外面に㫇ֻ刻みがある。文化庁所蔵。
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第̑項　ࣣؒ࿌

　ࣣ間櫓は、十࢛間櫓の南に続く本נ෪の一重櫓で、更に南に田ࢠ櫓が続く。創建は慶長期と考えられる

が、実ূできる記録はない。58 年報告書には、柱の๽書から「҆੓࢛年（一ീ五ࣣ）に修理され、軍所

有の時に補強改変し、昭和三十三年に解体修理をして復旧した」とある。

　昭和 32 〜 34 年にかけて解体修理を受けており、昭和 32 年９月に現状変更許可申請を提出し、旧状

への復原が行われた。58 年報告書には、前回修理の概要と現状変更要ࢫ及び変更前後の略平面ฒびに写

真が掲ࡌされているが、今回の調査で現状変更にかかる写真が確認できたので、現状変更要ࢫとともに掲

。するࡌ

Ⅰ　᫛࿴ �� 年㸷᭶の⌧≧ኚ᭦にಀࡿ෗┿

要ࢫ一　চ構造を旧規に復する。

図 6-106　要ࢫ一　ࣣ間櫓内部
চが後世補強されている。文化庁所蔵。

図 6-107　要ࢫ一　礎石見下ろし
後世補入の大引位置（柱筋の中間）
のものは礎石が小さい。文化庁所蔵。

図 6-105　要ࢫ一　ࣣ間櫓西側
文化庁所蔵。

図 6-108　要ࢫ一　চ構造ৄ細
文化庁所蔵。

後世補入の大引柱筋

柱筋

柱筋
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要ࢫ二　柱間二間の出入ޱを南一間を壁とし、戸క૷置を整える。

図 6-109　要ࢫ二　西側入ޱ
二間ޱに拡ுされている。
文化庁所蔵。

図 6-110　要ࢫ二　入྆ޱ࿬柱外面の壁㫇ֻ仕ޱ
南寄り柱は仕ޱが通っているが、北寄り柱は仕ޱが半分でࢭっている。文化庁所蔵。

（下）

南寄り柱

（上）

北寄り柱

図 6-111　要ࢫ二　入ޱ現状１
北寄り柱の㫇ֻ仕ޱ。文化庁所蔵。

図 6-112　要ࢫ二　入ޱ現状２
南寄り柱の㫇ֻ仕ޱ。文化庁所蔵。
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第̒項　ాࢠ࿌

　田ࢠ櫓は熊本城東側ある東竹の丸に残る重要文化財建造物のうち最も南にある櫓で、北にはࣣ間櫓・

十࢛間櫓・࢛間櫓・ݯ೭進櫓が続く。一重櫓で、本נ෪になる。創建は慶長期と考えられるが、実ূでき

る記録はない。58 年報告書には、ڕݒに๽書が発見されたことにより、「慶応元年（一ീ࿡五）に再建さ

れ、昭和二年に屋根ସ、同三十三年に解体修理で復原・復旧した」とある。

　昭和 32 〜 34 年にかけて解体修理を受けており、昭和 32 年９月にࣣ間櫓とともに現状変更許可申請

を提出し、旧状への復原が行われた。58 年報告書には、前回修理の概要と現状変更要ࢫฒびに写真が掲

。するࡌとともに掲ࢫされているが、今回の調査で現状変更にかかる写真が確認できたので、現状変更要ࡌ

Ⅰ　᫛࿴ �� 年㸷᭶の⌧≧ኚ᭦にಀࡿ෗┿

要ࢫ　東南۱石མに൳を復する。

図 6-113　田ࢠ櫓石མ外観
その手前はࣣ間櫓と十࢛間櫓。文化庁所蔵。

図 6-114　田ࢠ櫓石མ内部
文化庁所蔵。

図 6-115　田ࢠ櫓　石མ外部構造
文化庁所蔵。
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上記ৄ細　旧ਨ木ֻ 上記ৄ細　旧ਨ木ֻ

図 6-116　石མ上部の旧ਨ木ֻ及び旧۱木仕ޱ
文化庁所蔵。

上記ৄ細　旧۱木仕ޱ

図 6-117　熊本城平櫓の൳付石མ
文化庁所蔵。

図 6-118　熊本城宇土櫓ෟଐ続櫓൳付石མ
文化庁所蔵。

ʦ参考資料ʧ
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第̓項　౦ेീؒ࿌

東十ീ間櫓は、北十ീ間櫓の南側に続く一重櫓で、本נ෪になる。西面し、南に޲かって入฼屋࠺を見

せる。創建年代は明らかではないが、文ٱ元年（1861）の౩ࡳ及び仕ޱ๽書ฒびに壁面๽書が発見され

ている。昭和 60 年発刊の『重要文化財熊本城東十ീ間櫓・北十ീ間櫓・五間櫓修理工事報告書』（熊本市、

以下、60 年報告書、という）には、この౩ࡳを「櫓の形式手法からみて大改修ないしは再建時のものと

思われる」とある。

　昭和 35 〜 37 年にかけて、北十ീ間櫓・五間櫓と一ॹに解体修理を行った。北十ീ間櫓と五間櫓は一

ॹに現状変更許可申請を行い、旧状への復原をおこなっているが、東十ീ間櫓は現状変更の記録がない 4）。

　ここでは、昭和 35 年からの修理でࡱ影されたΨϥスס൘から建設年代の指ඪとなる๽書類を掲ࡌして

おく。

図 6-119　東十ീ間櫓に関する๽書類
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第̔項　๺ेീؒ࿌

　北十ീ間櫓は、東十ീ間櫓の北側にۣ折れに続く一重櫓で、西には五間櫓が連なる。本נ෪で、北に޲かっ

て入฼屋࠺を見せる。創建は明らかではないが、東十ീ間櫓が文ٱ元年に再建されていることから 60 年

報告書では、「北十ീ間櫓、五間櫓も同時期に建てସえられてられたことが考えられる」としている。

　昭和 36 年に、東十ീ間櫓・五間櫓とともに解体修理を行ったが、北十ീ間櫓と五間櫓は一ॹに現状変

更許可申請を行い、旧状への復原をおこなっている。そのときの資料が熊本市と文化庁で確認できた。こ

こには熊本市に保管されていたものを中心に掲ࡌする。

　なお、写真はないが、昭和 35 年 10 月に西側出入ޱ建具૷置の復旧が追加৹ٞされている。

Ⅰ　᫛࿴ �� 年 �� ᭶の⌧≧ኚ᭦にࡿ࠿࠿෗┿

要ࢫ一　南面西より「第三間」より「第ീ間」までの各間の૭を撤去し、壁に復する。

要ࢫ二　北面西より「第一、第十間」の各૭を撤去し、壁に復する。

要ࢫ三　西より第࢛、第ࣣ柱筋の間仕੾中柱を復する。

要࢛ࢫ　東より第三柱筋中柱の南寄りに間仕੾を復する。

図 6-120　要ࢫ一　北十ീ間櫓南面全影①
૭全体を撤去し、壁とする。

図 6-121　要ࢫ一　北十ീ間櫓南側外部東より②
南側柱に残っている㫇ֻ刻。

図 6-122　要ࢫ一　北十ീ間櫓南面内部東よりᶅ
内法間間౉穴跡。
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図 6-123　要ࢫ一　北十ീ間櫓内部南面西よりᶆ
内法間にある間౉穴跡。（三箇所ある）

図 6-124　要ࢫ二　北十ീ間櫓北面現状ᶇ
西より第一、十間の૭を壁とする。
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図 6-125　要ࢫ二　北十ീ間櫓北側西より第一間ᶈ 図 6-126　要ࢫ二　北十ീ間櫓　北側西より第十間ᶉ

図 6-127　要ࢫ三
北十ീ間櫓　北より第三間および第࿡間の間仕੾ᶊ

図 6-128　要࢛ࢫ　北十ീ間櫓東より第二間間仕੾ᶋ
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図 6-131　要࢛ࢫ　北十ീ間櫓西面第࢛間出入ޱᶎ
　　　　　　　　　　　（引違൘戸建）

ᮾ

஬㛫櫓

ᮾ༑ඵ㛫櫓

西
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ձୖ ձ下
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ն շ
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ոᕥ
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պᕥ

ռ

ճմ

ղ

໭༑ඵ㛫ᷳ᧜ᙳ఩⨨

図 6-129
要࢛ࢫ　北十ീ間櫓ちの十一柱、りの十一柱に
残る一筋敷ډי・ډのࠟ跡ᶌ

図 6-130　
要࢛ࢫ　北十ീ間櫓ちの十一柱、りの十一柱一
筋敷ࠟډי・ډ跡ᶍ
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第̕項　ؒޒ࿌

　五間櫓は、北十ീ間櫓の西側に続く一重櫓で、五間櫓の西には元は࿡間櫓があり、不開門とܨがってい

たが現在は撤去されている。本נ෪、੾࠺造である。創建は明らかではないが、北十ീ間櫓同様、東十ീ

間櫓が文ٱ元年に再建されていることから 60 年報告書では、「北十ീ間櫓、五間櫓も同時期に建てସえ

られてられたことが考えられる」とされている。

　昭和 36 年に、北十ീ間櫓・東十ീ間櫓とともに解体修理を行ったが、北十ീ間櫓と五間櫓は一ॹに現

状変更許可申請を行い、旧状への復原をおこなっている。そのときの資料が熊本市と文化庁で確認できて

おり、ここでは熊本市の資料を中心に掲ࡌする。

Ⅰ　᫛࿴ �� 年 �� ᭶の⌧≧ኚ᭦にࡿ࠿࠿෗┿

要ࢫ一　西面各間の૭を撤去し壁とする。

要ࢫ二　南面西より「第二間」の૭を撤去し壁に復する。

要ࢫ三　東面南寄りの間の引違戸をย引大戸とする。

要࢛ࢫ　東より第二柱筋に中柱を復し北寄り間を壁とする。

図 6-132　要ࢫ一　五間櫓外部西面①
　　૭を撤去し壁にする。

図 6-133　要ࢫ二　五間櫓南面外部②
　　西より第二間の૭を撤去し壁とする。

図 6-134　要ࢫ二　五間櫓南面柱޲かい合わせ面ᶅ
五ϊ一・二内法間に間౉穴と外側に㫇ֻ刻がある。

図 6-135　要ࢫ二　五間櫓南面西より第二間ᶆ
五ϊ一・二柱外側㫇ֻ刻。
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図 6-136　要ࢫ三　五間櫓　内部西よりᶇ
　　東より第一間の間仕੾。

図 6-138　要ࢫ三　五間櫓敷ډ
現引違戸敷ډの内側に旧ย
引大戸の一筋ߔ残存。文化
庁所蔵。

図 6-137
要ࢫ三　五間櫓引違戸外面

文化庁所蔵。

図 6-139　要࢛ࢫ
　五間櫓内部東より第一間間仕੾ᶈ

ຢ一ϊ࢛柱南面に残る間౉穴・
壁؏穴。ແ໨ډי下୺には中
柱のࠟ跡がある。

ճ շ

ն

西

໭

໭ඵ㛫櫓

ᮾ

༡

ձ

ղ

஬㛫櫓
յ

մ

஬㛫ᷳ᧜ᙳ఩⨨

図 6-140　要࢛ࢫ　五間櫓　東より第一間の間仕੾ᶉ
ຢ一ϊ࢛柱南面に残る間౉穴・壁؏穴・ແ໨敷ܽډ込。
五ϊ࢛柱北面চ上୺に残るແ໨敷ډのܽ込。 図 6-141　要࢛ࢫ 文化庁所蔵。
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第 ��項　ෆ։໳

不
ㆀㆉ㆚ㆮ

開門
㇂㇓

は、城の東北、᎕手に位置している櫓門で、五間櫓の西南にある。元は五間櫓との間にあった࿡

間櫓で五間櫓とܨがっていたが、現在࿡間櫓は撤去され、୯ಠ౩になっている。本נ෪、入฼屋造になる。

その創建は明らかではないが、昭和 56 年修理時に発刊された『重要文化財熊本城不開門修理工事報告書』

（熊本市、以下、不開門報告書、という）には、「現在の建物は、昭和三十二年の解体修理時に౩ࡳや枘の

๽書が発見されて慶応二年に大修理または再建されたことが൑った。今回の修理時に元࿣や宝永といった

年代໏の入ったנをはじめ、慶応以前と思われる古נが多数発見され、加えて江戸時代の絵図には必ずඳ

かれており、門の位置から考えても、不開門は慶長年間の熊本城創建のࠒから存在していたとみる方がଥ

当であろう。」とされている。

昭和 31 〜 32 年には解体修理が行われた。この修理において、明治以後改変されたજޱと道路地盤を

旧規に復する現状変更を行っている。そのときの記録も不明門報告書にৄ細に記されている。

ここでは、建物の沿ֵにとって重要な資料である柱๽書を掲ࡌしておく。

図 6-142　昭和 32 年ॡ工時の不明門正面

図 柱枘にある๽書とその籠書（ӈ）ڸ　6-143
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第 ��項　ฏ࿌

平櫓は、城の北に位置している一重櫓で、本נ෪、入฼屋造。南面し、南に下屋が付くという城郭建築

としては、特घなものである。その沿ֵは明らかではないが、昭和 53 年修理時に発刊された『重要文化

財熊本城平櫓（屋根෪ସ、部分修理）修理工事報告書』（熊本市、以下、平櫓報告書、という）には、「平

櫓は、清正時代よりあったとされているが定かではない。昭和二十ീ年の解体修理の際、礎石下より発見

された木ࡳより寛永十年（一࿡三三）に再建されたと思われる。屋根に୛かれたנの໏より、元࿣前期

（一࿡۝ʓ年代）、正ಙ五年（一ࣣ一五）、天明ീ年（一ࣣീീ）、̓ ੓ࣣ年（一ീ࿡ʓ）、昭和二年（一۝二ࣣ）

に修理あるいは再建されたようである。昭和二十ീ年（一۝五三）に解体修理が施され、今回の修理に至っ

ている。」とされている。

昭和 28 〜 29 年に、解体修理を行った。城内にࢣ団࢘ྩ部があったࠒ、下屋はӛに改造され終戦後は

ු࿘者等によってӋ໨൘等がണされߥ廃のۃにୡしていたようだが、この修理において旧規に復する現状

変更を行っている。このときの写真や説明は、平櫓報告書に記ࡌされている。

熊本市には、昭和 28 年修理時の写真が保存されているが、平櫓報告書には掲ࡌされていないので、こ

こにそのうちのいくつかを掲ࡌしておく。

Ⅰ　᫛࿴ �� 年のಟ⌮ᕤ஦㛵㐃෗┿

他の櫓の写真とともにϑΝΠルに௲じられていたもので、ΩϟϏω൛の写真を台ࢴにషっている。写真

は、昭和 28 年修理時ࡱ影の控えと思われ、台ࢴにషってあったものを、後にϑΝΠル௲じにしたとみら

れる。

図 6-144　昭和 28 年修理前の平櫓の写真のෳ写



第６章　文化財建造物の保存修理

- 304 -

図 6-149　西נ࠺解体中の状況 図 6-150　解体中の状況１

図 6-151　解体中の状況２ 図 6-152　解体中の状況３

図 6-145　修理前の下屋本נ෪۱部の状況

図 6-147　修理前࠺の状況

図 6-146　修理前の主屋部本נ෪۱部の状況

図 解体中の状況࠺　6-148
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図 6-153　૊立中の素屋根

図 6-155　ॡ工の状態（西より）

図 6-157　ॡ工の状態（石垣下より）

図 6-154　૊み立てられた素屋根　

図 6-156　ॡ工の状態（東南より）　
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第 ��項　؂物࿌ʢ৽ງ࿌ʣ

監物櫓は、新堀櫓ともいわれ、҆੓７年（1860）の౩ࡳにより、幕末の再建であるとされている。

昭和 30 年代の一連の熊本城重要文化財建造物修理のうち、平櫓に続き手ֻけられた建造物である。こ

の時、現状変更は行われておらず、修理工事報告書も発刊されていないが、今回の資料調査で、当時の修

理工事報告書の૲ߘを確認することができた。この૲ߘでは、҆੓７年は修理であり、再建ではないと認

識しており、創建年代は元࿣期を遡る、と考えている。また、天保５年（1834）にも柱を取りସえるよ

うな規模の大きな修理がなされていることが確認されている。これらの事実から、監物櫓の創建年代は、

৻重に見ۃめる必要があるものと思われる。

なお監物櫓は、昭和 53 年度にも屋根෪ସ・部分修理が行われており、そのときには『重要文化財熊本

城監物櫓・長塀修理工事（屋根෪ସ、部分修理）報告書』（熊本市、以下 53 年報告書という）が刊行さ

れている。

Ⅰ　᫛࿴ ��࣭��࣭�� 年ᗘ㔜せᩥ໬㈈⇃ᮏᇛ┘物ᷳಖᏑᕤ஦ᐇ᪋ሗ࿌᭩ʦい̘ 01ʧ

１　解題

　この「昭和 28・29・30 年度重要文化財熊本城監物櫓保存工事実施報告書」は、熊本城保存工事事務

所୲当者が修理工事に際して書いたいわΏる修理工事報告書の૲ߘであり、ԣ書きとॎ書きの二छ類の手

書き原ߘが残されていた。ॎ書きの原ߘは、ԣ書きの原ߘの清書のように思われるが、୯に重ෳした状態

ではなく、さらに吟味した内容になっている。この原ߘは未定ߘではあるが、当時の୲当者ࣗらが書いた

記録としてو重であり、解体修理を行ったときの状況を修理୲当技術者の意見として後世に残すため、こ

れらを整理し、掲ࡌするものである。なお、できるだけ原文はଚ重したが、文意が変わらない程度の推Ꮟ

及び調整を行った。また、官報告示など本報告書で重ෳする部分は割Ѫし、適ٓ஫ऍを設けた。

２　໨次

第１章　概説

　第１અ　官報告示

　第２અ　規模

　第３અ　構造形式

　第̐અ　創立沿ֵ

　第５અ　破損状況

第２章　（解体実ଌ）調査

　第１અ　石垣基礎

　第２અ　࣠部構造

　第３અ　চ構造

　第̐અ　間仕੾構造

　第５અ　ݢ構造

　第６અ　屋根構造（未完成）

　第７અ　発見໏文等

第３章　修理工事概要

　第１અ　工事૊৫　ˠ工事経過

　第２અ　工事経過　ˠ修理方針

　第３અ　工事仕様　ˠ未完成

　第̐અ　現状変更　ˠ記述なし
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３　本文

以下本文を掲ࡌする。なおこの部分は、本報告書の章立てからはಠ立させ、前記໨次に則って記ࡌする。

第１章　概説

第１અ　官報告示（国宝指定）

（省略）

第２અ　規　模

　ܻ　行　柱真ʑ　　　　　　　　　　　77 ई 49

　ྊ　間　柱真ʑ　　　　　　　　　　　19 ई 60

高　土台下୺より広小෣下୺まで　11　ݢ　 ई 50

　౩　高　土台下୺より౩נ天まで　　　20 ई 30

出　柱真より広小෣下୺֯まで　　 ２ई　ݢ　 80

　建　௶　　　　　　　　　　　　　　　42 ௶ 79

第３અ　構造形式

ܻ行十二間、ྊ間࢛間、入฼屋造、୯層櫓、屋根本נ෪、前面出入ޱ൘引戸３ϲ所、東面出入ޱ൘引戸

１ϲ所、എ面格ࢠ૭、外方ಥ༲൘戸内部障ࢠ付̐ϲ所、及鉄砲ڱ間 13 ϲ所、西面格ࢠ૭、外方ಥ༲൘戸、

内部障ࢠ付１ϲ所、西北۱に石མ１ϲ所の૷置があった。壁は、北面及西面は大壁二重に作り、中にנ᛽

を充రし、南面及東面は真壁一重、各面共外廻りは、下見൘ு๽ృ、以上ݢઌまでਨ木֯型にന࣫۬ృ籠、

屋根総て໨࣫۬ృ、西୺、東୺、入฼屋࠺০、破風共ന࣫۬ృ籠、࿡葉素地のု、౩はᗌే積أৼ౩、َ

൘০、内部চ൘ு、壁中ృ仕上げ、天Ҫ化হ小屋૊、総て素木のုであった。

第̐અ　創立沿ֵ

熊本城は、応ਔ・文明の٠、ࠒ஑氏の一଒出田ल信、はじめて城を今の千葉城に築き、明応年間、๞田、

࿳ຎ、山本、܊໊࢛ۄの内、560 ொのྖ主、ࣛࢠ木三Տ守਌員、城郭のڱ小なるを以て、更に今の古城

に改め築きて、これに移る。その後、天正十五年（1587）ࠤʑ陸Ԟ守成੓、次いで天正十࿡年、加藤清正、

肥後半国をྖして熊本城に入る。のち慶長五年（1600）関ϲ原の大戦ىるや小西行長のډ城、宇土城を

མとし、その天守を熊本城三の天守に移築したとの説が通説のようであるが、かならずしも確かではない。

慶長࿡年、清正その城郭のڱ小なるを以て、更に新城を஡ӓ山に築き࢝め、同十二年完成す。これଈち

現存の熊本城である。慶長十࿡年、清正ᓦして、そのࢠ忠広࢚͗て立ち、よく民੓に力をਚくしたれども、

続かず、寛永۝年（1632）、豊前小૔城主細川忠རその後をうけて城に入る。以来、光ঘ、ߝར、એل、

फ޹、重ݡ、治年、ᜊᣍ、ᜊ樹、ᜊ護、ᰉ๜の十代を経て、現在に及んでいる。ଖの間、監物櫓は、元࿣、

天保、҆੓、慶応年間に維持修理をなし、明治࢛年（1871）廃ൡ置県の後、陸軍省の所管するところと

なり、明治十年の西南戦争には、数多くの建物を失い、幸いにも、宇土櫓、ݯ೭進櫓、࢛間櫓、十࢛間櫓、

ࣣ間櫓、田ࢠ櫓、東十ീ間櫓、北十ീ間櫓、五間櫓、不開門、平櫓、監物櫓、長塀が೉を免れて残ってい

ることは望外と言わͶばなるまい。昭和二年（1927）、更に屋根修理の手を加えられている。
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第５અ　破損状況

　１　基礎石垣

土台下石垣は、ଖのࣼ܏度は下部に؇く、上部に急に積まれたݎ࿚なもので、全体としてのڰいはほと

んどなく、天୺石の୤མせる部分が二・三ϲ所認めらるる程度であって、北面の引通しથはۇか内側に࿷

。し、ஶしい不同௜下は見られなかったۂ

　２　࣠部

土台にはᓏࡐが用いられ、据付平面は各۱共ほとんど直֯を保たれていたが、東寄り北側及び西北۱に

ஶしい不陸を生じ、土台全ൠにٜ害に৵され、ଖのҝに柱のࣼ܏をটいていた。

柱は、側廻り柱及び内部柱共ਿࡐを用いられ、ࣨ内間仕੾は三箇所共ܽ損しており、その跡にはদの筋

違柱を補加されていた。側柱には旧廻り൪付がෟされ、その第 35 号には、天保５年３月のかすかな๽書

が残されていた。この柱は天保の修理の際に、ࣼ܏を修正するため、上枘ຢは下枘を੾り取って部分的に

修正を行っている。

চ、大引、ଋ、根ଠ、চ൘共全部ܽ損し、土台及柱にଖの仕ޱ跡を認め得る程度であった。

ݢ　３　

化হਨ木は、ૈࡶなਿԡ֯が࢖用され、ܻより外部のみを֯形に፶えられて、҆੓修理より更に後補の

ものであった。ݢઌの෗ٺ破損は特にਙだしく、࿪ۂ、ਨ下しており、ݢઌ木部が露出して、۬࣫ݢ壁の

被෴部分は、ണམの部分が多く、特に北側ݢઌ６〜５נຕは全部མ下していた。

　̐　壁

壁の外廻り上部（下部は下見൘ு）及ݢ裏は、Ӎ࿙りのためണམした部分が多く、昭和修理の際にృり

ସえられていた。内壁は、中ృ仕上げを旧壁の損ই部分のみにృ足され、木෣竹は露出して相当のࢂ状で

あった。

　５　૭　

北側西寄૭に格ࢠ及ಥ༲൘戸を残された以外は、格ࢠ、障ࢠ、൘戸共全部ܽ損しており、敷ډ及ډיに

よって、これ等のੇ法を஌る事が出来た。

　６　屋根

屋根נは、元࿣年間のものがكにあった以外は、昭和の࢝めに補足されたもので、その質は੣にૈ悪で

あり׌つ規格不ଗいで、再用可能なるものはۇগであった。ঘ෪方もૈࡶで全ൠ的にずれが認められ、ݢ

ઌנఝ෗ৰのため、೹נ及丸נ五࿡ຕ通りがຆんど୤མしていた。

第２章　調査

第１અ　石垣、基礎

熊本城の石垣は、所Ҧ「清正公石垣」と称し、そのݎ࿚にしてफ़ቢである事は我が国の城郭中、他に類

を見ない所で、三ඦ༨年を経て今ঘ、石垣ࣗ体のஎ؇した箇所はۇগである。そしてこの石垣のなすۂ線

は一見して築城のႻ݈なるを思はしめ、ຢଖの༏ඒさはൺ類なく見る人のඒҖに迫るものがある。

監物櫓基礎石垣は、熊本城の北୺、ژொ台地のܨりで、Ѩો外ྠ山の西部੄野を構成する肥後台地に築

かれ、ଖの積方も城中最も有໊なるඦ間石垣と同じ古調さを持つものである。ଈち石積の形式は、ۣ形成

はࣗવ形のုの表面を、控へに対して直֯に割り、そのုの形を積み上げたもので、最下部の礎石はൺֱ

的ߗ質のట༺岩上に据へられている。築造された平面形は中央にԙて約࿡ੇ内側にٷ状をなし上୺石垣の

線は西北۱にԙて約三ੇീ分上りに積まれている。۱石は、長方形のものをަ互に外側に޲って᜗上޲に

積み、法ޯ配は、下部は؇く、上部に急で、ఢのొᎮが不可能なよう意図されていることが認められる。
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積石のࡐ質は、県内、ౡ崎山、ສ日山、一体のً石֯ર҆山岩で、裏込めはܘ五ੇ内外のۄ石を࢖用さ

れ、ް五ई内外をݎく᎘きకめられていた。

建物内部基礎は、ۄ石᎘き固めた土に礎石が据付られ、௜下せるものはຆどなく良好であった。

（石垣写真ૠ入）5）

第２અ　࣠部構造

　　１　土台　

土台はᓏࡐが主ࡐでكにೇが用いられ創建時のものである。継手はח継、ᭀᏖり仕上げであった。据付

平面は石垣上୺平面のኩۂとは別に直線に据付られたため、中央にԙて土台下୺は、石垣のۂ線よりுり

出状をఄしていた。

土台全ൠに࿱りਙだしくٜ害に৵され、ۭಎ状態のϲ所も出来ていたので、西北۱で࢛ੇ三分、南北۱

で二ੇの不陸௜下を生じていた。

　２　柱

柱は側廻り柱及び内部柱共ਿࡐで、ᭀᏖり仕上げ（ਕ跡直線）になり࢛十࢛本の内三十一本が後補ࡐ、

残り十三本が当初ࡐであることが൑った。新旧共全柱に࿱り廻り൪号がෟされ、その旧柱の三十五号には、

天保五年三月の๽書が発見されたが、その上部の長枘及び下部枘入れが完全に施されている点から当時相

等根本的の解体修理が行はれた事が推定される。（天保５年๽書写真）6）

　３　ྊ

小屋ྊは、ਿ丸ଠ南北に配し、側柱上にග木、ܻݢ共折置にՍ構され、昭和二年屋根ସ時の取ସࡐである。

ঘܻ行通り小屋૊中央敷ྊ下にਿࡐの中引ྊが東西にՍけ౉され、҆੓ࣣ年の๽書により、昭和修理に

もそのု再用されたものである。

第３અ　চ構造

　１　চ൘及根ଠ

戦災ආ೉者を一時ऩ容したため、চ൘及根ଠは全部をขきᚭされ、ۇかに大引上୺に根ଠࠟを見る事が

出来、その間ִは真ʑ一ई࿡ੇ、ۊ二ੇ三分であったことが൑り、柱面に残されたࠟ跡により根ଠの高さ

三ੇ、চ൘ްࣣ分であったことを஌り得た。

　２　大引

ਿ丸ଠ上୺੆མし、創建時のものᭀᏖ仕上げ、東より第一ࣨ、第二ࣨはܽ೗、第三ࣨは側柱ຖに、第࢛

ࣨは側柱及間柱ຖ、南北に土台上୺と同高、ٜམにՍけ౉され上୺に根ଠࠟ古ఝが残されていた。

第̐અ　間仕੾構造

　１　壁構造

外廻り西及北面は大壁二重に作られ、壁総ްࣣੇ五分、中にܘ三ੇ内外のۄ石及נの破ยがర充されて

いた。

内廻り南及東面は真壁一重になり壁ް五ੇ五分。

何れも外壁は、૭Ӎ੾り上୺຦下見൘ு๽ృ、以上ݢઌ຦ന࣫۬ృ、天保修理以来二三回に࿱り、土ృ

をૡきམしృସへを施されたࠟが認められた。

内壁は中ృ仕上げで、この部分にも旧来の壁面に᭳筋をつけてృ添へられていた。

　２　壁下地

二重壁の外側小෣竹はԣॎ共ܘ一ੇ内外の丸真竹࢖用、内側はԣॎ共割小෣竹࢖用、一重壁はԣॎ共ܘ
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図 6-159　解体൪付と土台高調査表　

図 6-160　土台෬及び柱ූ号図

図 6-161　柱新旧図

図 6-158　監物櫓平面図　
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試験名
30㎝立方の重量

kg
粘土
％

砂
％

石灰及蛎灰
％

藁苆
％

荢苆
％

荒壁 24,288 98.1 1.9

中塗（内部） 32,488 31.4 67.3 1.3

中塗（外部） 29,188 58.0 41.6 0.4

上塗 20,924 98.6 1.4

表 6-1　配合ൺ཰表

一ੇ内外の丸真竹を࢖用、何れも中࿴ೄを以て肥後Κづりにૡき立て

られ、࿡ੇ内外のਨれೄを一ई内外千ௗに下げられていた。ঘݢ裏、㤰、

出ܻ、۱木、破風、等にはᑤᓌೄר割竹をఝ打とされていた。

（写真参র「肥後ΚづりḬき」）

　３　ృ工程

外廻り壁は、ߥ壁、裏返し、ൗ直し、下ృ࣫۬、中ృ下付、中ృ、

上ృ࣫۬のॱになり、内壁は、ߥ壁、裏返し、ൗ直し、ൗ直し、中ృ

下付、中ృ仕上げのॱになっている。

　̐　壁ࡐ料調査

壁ࡐ料の配合ൺを正確に஌るҝ、熊本県工業ݧࢼ場にݧࢼをґཔし

た。

࠭及೪土ࠞ合物中の各ʑの定ྔは水ᝲݧࢼの結果より࠭分は

100ˋ、200 ϝッシϡω通過とԾ定し、೪土分はߥ壁の分析結果 200

ϝッシϡω通過分 45ˋであったので、これより೪土及び࠭のඦ分཰

を算出したものである。

（尺）

縦 横 縦 横

矢狭間 1.70 0.85 1.40 0.55

鉄砲狭間 1.35 0.85 1.10 0.55

型
内側 外側

表 間ੇ法ڱ　6-2

　５　下見൘ு

外部ࠊ廻り࢛囲共Ӎ੾上୺຦、下見൘ு๽ృになり、᝺ࢠ一ई࿡ੇ間、上部ּ木に短枘差、下部Ӎԡに

ಥ付け、大ఝ打付け、Ӎԡは三ੇޯ配、何れもਿࡐを࢖用され、᭍࡟り仕上げになり後補のものであった。

　６　石མし

西北۱折ۂりに一ϲ所、石མしが૷置され、土台の高さは、建物土台と同一の高さにおかれ、用ࡐは土

台にᓏ、ଖの他はਿ、ᭀᏖり仕上げ、内部壁は中ృ仕上げ、外部下見൘ு、᝺ࢠ打、๽ృ、ఈ部石མޱ内

法は西側長五ईീੇ、۝ੇۊ、北側長ࣣई࢛ੇ、۝ੇۊになり、֖を取り設けられたࠟ跡はない。

間ڱ　７　

北面壁に十三ϲ所、西面一ϲ所、土台上୺より約一ई五ੇの位置に、ۣ形の໼ڱ間及び鉄砲ڱ間がަ互

に配置されている。࿮、൘共用ࡐはਿࡐになり、内外壁面と同一面に取付けられ、֖の૷置はない。

　８　૭

北面東より第二間、第五間、第ീ間、第一一間に、内法高さ三ई三ੇ、ۊ五ईീੇ五分の木格ࣣࢠ本建

の෢者૭が૷置されている。内側引違障ࢠ、外側ಥ༲൘戸になり、北より一一間૭に格ࢠが残され、他は

図 6-162　肥後ΚづりḬき
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枘穴及び敷ډיډにより೭等を推定した。

西面第二間及び第三間に、柱を中央にڬんだ、内法、高さ、ۊ、共、北面૭と同形の木格ࢠീ本建の෢

者૭が૷置され、内側障ࢠ、外側ಥ༲൘戸の形式は北面૭と同一である。

。はᭀᏖり仕上げ、柱に大入れにቕ込まれていたډי、ډり仕上げ、敷࡟は᭍ࢠはਿで、格ࡐ用木࢖

第５અ　ݢ構造

以下࿹木、出ܻ、ਨ木、۱木共࿴ר木੆下地にന࣫۬ృ仕上げである。

　１　࿹木

࿹木はすべてਿࡐで、ᭀ仕上げ、仕ޱは各柱಄にග木差とし、天保在໏の柱と同程度の旧ࡐと思はれる。

　２　出ܻ

出ܻはਿ及ᐻࡐで、約半数は後補ࡐ、仕ޱ継手は台持継で、࿹木ඓにՍ౉してある。

　３　ਨ木

ਿࡐで約７割が旧ࡐ、ଠޑམし、ᭀ仕上げ。他の約３割は昭和二年補修のもので֯形製ࡐのものであった。

　̐　۱木

۱木用ࡐはਿࡐで後補のもの、仕ޱは側柱に大枘差しになり、面取りは྆୺７分でᭀᏖりである。

第６અ　屋根構造

　１　小屋૊

小屋ྊは҆੓修理の取ସࡐで、ਿ丸ଠ࢖用、側柱ຖ、南北に配されܻ下୺に柱枘入౉りᡳ仕ֻけにՍけ

౉されている。

౩木はਿの後補ࡐ、継手真ח継、東西に配され、ᭀᏖり仕上げ、小屋ଋも同様ਿ࢖ࡐ用、小屋ྊ上୺に

枘差とし、上部小屋؏二通り、東西に下部؏一通り、南北に差し通しになり、何れもᭀᏖり仕上げである。

০࠺　２　

破風൘はೇࡐで、下地にృ型なく、ന࣫۬ృ仕上げ、ڕݒは東࠺に҆੓ࣣ年三月の๽書あるೇ࢖ࡐ用、

西࠺はਿࡐന࣫۬仕上になり、࿡葉০のみ木製素地のုᓏࡐを࢖用永年の風ઇに৵されてூ刻の明ྎさを

ܽき、୬のޱとも๽ృりであった。

　３　野地

北側屋根は昭和修理によるもので、野地൘もۃく最近のものでਿࡐのڒ引によるものであった。土ډ෪

のก൘も最近の機ցกのもので、長８ੇで෪方もૈࡶで、෪足２ੇࣗ至２ੇ５分位に෪かれていた。

ୠし南側屋根の東寄りの一部には旧規の土ډ෪が残っていて、֟൘の長１ई、෪足１ੇに全部竹ఝ࢖用

ஸೡに෪かれていた。

（7（の刻ҹの写真נ古）　෪נ　̐　

には、元࿣在໏のもの約נ用࢖ 20 ຕ及同程度のແ໏נ約 150 ຕで、他は昭和二年のものであった。古

。の刻ҹがೀされているנには総て県下の土山נ

̰　工法

には各一ຕנ೹ݢ、נ౜૲ݢ、には̐ຕ໨ຖにנ及び丸נ用され、平࢖෪下地は౩積共すべて೪土をנ

ຖに、ௗᦵנ、َ൘أ、נৼנ共各一ຕຖにಔ線͗ܨとされていた。

נ用࢖　̱

Π　ௗᦵנ及びَ൘נ

ௗᦵ５נ箇、َ൘６נ箇が用いられ、໲様はすべて۝༵で、製作年代・・・

（記述途中で終わっている。נの表を፶える、とある）
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第７અ　発見໏文等 8）

　１　中引ྊ๽書

　　҆੓ࣣ年

　２　東ڕݒ࠺๽書

　　ӈ図参র

　３　側柱๽書

　　天保ࣣ年三月

ฟ書נ　̐　

　　写真ૠ入

第３章　修理工事概要　（ԣ書き分から）

第１અ　工事経過

熊本城監物櫓は、文化財保護委員会の直営工事として、地元県及び市もڠ力により、平櫓の工事に次

いで、ઌづ昭和 28 年度は、工費金 1
390
000 ԁを以て、素屋根Ս設と木ࡐの一部ߪ入をなし、ཌ、昭和

29 年度に、工費金 2
442
421 ԁを以て工作小屋、ࡐ料保存小屋、࿑務者ܜٳ所等のԾ設物設置から建物

解์工事、基礎工事、木工事、壁工事຦を行い、昭和 30 年は工費金 401
252 ԁを以て屋根໨地工事から、

工事຦のすべてを完成し、総工費ࡶ 4
233
673 ԁを要した。

第２અ　修理方針

（Π）素屋根を設け、建物は精密なる実ଌ調査のうえ一相全部を解体し、基礎石は、コンクリート地形の

上据直した。

（ロ）構造形式のଚ重、在来の資ࡐはۃ力再用に౒めたが、෗ٺ破損஬害のਙ大なるものはࢭむを得ず良

質の新ࡐをもって取ସへ、形式手法は旧来のものに฿って施工した。

（ϋ）ݢ部ࡐ中、受柱、筋違等の新補強ࡐは取り除いて旧形に復した。

（χ）新補ࡐの見えֻりには、古ࡐとの調和を整へて古৭ృを施し、見えӅれには修理の年号を明示した

ᖻҹをԡした。

第３અ　工事仕様

　１　Ծ設物工事

（Π）素屋根足代ڮࢅ付一౩、ܻ行 96 ई、ྊ間 42 ई、ݢ高 24 ई３ੇ、౩高 27 ई５ੇ、建௶ 112 ௶、

ਿ丸ଠ掘建鉄線᎕み、屋根੾࠺造りѥԖ౏೾形鉄൘෪。

（ロ）工作小屋、ܻ 行 48 ई、ྊ間 24 ई、ݢ高９ई６ੇ、౩高 14 ई６ੇ、建௶ 32 ௶、土台、柱、ܻ 、小屋ྊ、

౩木、合ঠ共ਿ３ੇ５分֯、小屋ྊ、ਿ３ੇ５分、５ੇ֯࢖用、屋根੾࠺造ѥԖ౏引೾形鉄൘෪、

周囲ਧൈき。

（ϋ）ࡐ料保存小屋一౩、ܻ行 42 ई、ྊ間 30 ई、ݢ高９ई、౩高 15 ई７ੇ５分、建௶ 35 ௶、ਿ丸ଠ

掘建屋根੾࠺造り、ѥԖ౏引೾൘鉄൘෪。

（χ）৬工ܜٳ所一౩、ܻ行 30 ई、ྊ間 18 ई、ݢ高９ई、౩高 13 ई５ੇ、建௶ 15 ௶、ਿ丸ଠ掘建、

屋根੾࠺造り、ѥԖ౏引೾൘鉄൘෪。

図 6-163　東ڕݒ࠺๽書
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（ϗ）竹໼来、Ԇ長 76 間、ਿ丸ଠ掘建、෍、ਿ丸ଠ上下共鉄線᎕み、丸竹ඛ形૊にఝ打付け、出入ޱ一ϲ

所戸௼込みとす。

　２　基礎工事

建物の西面及北面の外壁基礎は高さ 57 ईの石垣上୺に土台据付けてあったが、௜下の程度はۇগであっ

たので、上୺石をモルタルを以て密ணせしめ、上୺の旧ۂ線保持に౒めた。南面及東面の外壁෍石基礎及

内部柱下基礎は一୴掘ىして地盤と᎘き固め敷石を以て据直した。

　３　木工事

建物各部に࿱り精密調査を行い、解体に当たっては、各部ࡐ共ࣩく൪号を付け、古ࡐはజ重に取ѻい再

用と再用不能なるものを選別整理し、再用ࡐには埋木、ഠ木、継木等を施し再用に౒めた。

新補足ࡐは古ࡐと同質のものを࢖用する方針であったが、一部࣠ࡐに࢖用されていたদࡐがघにٜ害の

ਙだしかったにؑみ、補足ࡐにはජ及ᓏを࢖い、防෗、防஬のため̥̥̚ཋ૧を設け新旧木ࡐ共、一ன໷

。用した࢖定をਁ५せしめてډ

ঘ補足新ࡐには見へӅれに修理年ᥒをᖻҹし周囲の৭調に調和する様古৭を施した。

　̐　屋根工事

土ډ෪はᑼ੺味উ長１ईް１ੇ５分 16 ຕ手割൘を以て෪足１ੇ、竹ఝ打付け۱、入۱ຳߕ等は適ٓᎢ

形に፶へ平෪足に฿い通෪に前同様竹ఝ打付け౩折は２ຕ重Ͷに෪立てた。

は総数נ 8
984 箇の内、約６割を補足した。古נは一୴取り下し৻重に選別して再用し得るものはଽ

མし清૟して࢖用した。

補足נは古נの形状を調査して౜૲נ、丸೹נの模様は۝༵໲中最༏ल඼に฿い調製した。෪土は直土

に࿴㫇をࠞ入し水࿅りのものを࢖用、נ割付より敷平を࠲נに合せ౜૲נは 18 ൪ಔ線二重͗ܨ、೹נ৲

部より౜૲נ同様ಔ線を以て結付けঘ２ੇ５分֯נఝをഎ部より打付け҆全を期した。

平נは෪足３ੇ５分、５ຕ໨ຖに 18 ൪ಔ線二重͗ܨ෪土平２ੇۉ程度に敷込み෪上げ、丸נ下地は南

൮࣫۬٧めとし、３ຕ໨ຖに 18 ൪ಔ線二重に͗ܨ、໨地࣫۬ృとした。

ຳߕは各נ共１ຕຖに平נ同様のಔ線͗ܨとし、二の平は更に上方に֯ఝ留めとし、ֻנはഎよりנఝ

一本打留めた。

　５　壁工事

外部大壁ృ、૭Ӎ੾上部よりݢઌ຦ന࣫۬仕上げ、内部真壁ృ。

在来手法に基き外廻り西及北面は大壁二重に壁下地૊立て、૭Ӎ੾手部よりݢઌ຦ന࣫۬仕上げ、Ӎ੾

より下୺はすべて下見൘Ӌ重ு᝺ࢠ打付けとした。

小෣下地間౉ࡐは８ܘ分内外の真竹丸のままॎԣ１ई２ੇ間に、間౉し穴に差込み取付け、中間は割小

෣竹࢖用、１ܘ分５ྚの小෣ೄを࢖用各ʑ間౉ຖにૡく。（記述途中で終わっている）

ʲ工事日ࢽঞʳ

Ծ設物工事

29ɽ03ɽ13　素屋根工事࢝む。

29ɽ04ɽ07　工作小屋、ܜٳ所、保存小屋、工事࢝む。

29ɽ04ɽ16　素屋根完了。

29ɽ05ɽ04　工作小屋、ܜٳ所、保存小屋、工事完了。

監物櫓解体工事

29ɽ05ɽ11　屋根נ取外し࢝む。

29ɽ05ɽ17　屋根נ取外し完了。
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29ɽ05ɽ18　小屋૊取外し࢝む。

29ɽ05ɽ29　同工事完了。

29ɽ05ɽ30　࣠૊取外し࢝む。

29ɽ06ɽ25　同工事完了。

29ɽ07ɽ30　各部ࡐにつき調査完了。

ʲ工事関係者ʳ

文化財保護委員会

委員長　　　　　　　　　高ڮ੣一࿠

委　員　　　　　　　　　໼代　幸༤

　ʏ　　　　　　　　　　細川　護立

　ʏ　　　　　　　　　　一ສ田ঘొ

　ʏ　　　　　　　　　　内田　༸三

事務ہ長　　文部事務官　৿田　　޹

事務ہ次長　　ʏ　　　　Ԭ田　޹平

建造物課長　文部技官　　関野　　ࠀ

同　　補ࠤ　　ʏ　　　　෰部　উ٢

会課課長　　文部事務官　細川　可լ

工事監ಜ　　文部技官　　ᖒ野　　ݠ

熊本城保存工事事務所

工事主೚　　　文部　技官　౞　　一࿠

資金前౉官ལ　文部事務官　ߥ木　信ٛ

現場主೚　　　熊本市৤ୗ　岩崎ٱଠ࿠

技術補ࠤ員　　　　　　　　ྛ田　ܟ一

ʏ　ʏ　　　　　　　　　　ڮ本　༑߃

ʏ　ʏ　　　　　　　　　　Տ野　峰༤

事務員　　　　　　　　　　水田　　正

同　　　　　　　　　　　　北ཬ　広ࢠ

熊本県教ҭ委員会

委員長　　　　　　෱田　ྯण

෭委員長　　　　　Ո入みつΚ

教ҭ長　　　　　　ԣ田　正人

教ҭ次長　　　　　永Ҫ　一உ

ࣾ会教ҭ課長　　　坂田　真உ

文化係長　　　　　高木　信ٛ

文化係主事　　　　ٶ部　末உ

熊本県

஌事　　　　　　　ᓎҪ　三࿠

෭஌事　　　　　　水上　長٢

総務部長　　　　　ᖂ୩　　保

熊本市

市長　　　　　　　ྛ田　正治

助役　　　　　　　Ԭ本　྄հ

助役　　　　　　　ਆ山　ल༤

経ࡁ部長　　　　　高܈　ক࢘

観光課長　　　　　দ原　ٛ੖

　　課員　　　　　西ଜ　໻࿡

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

１．仮設物工事 3棟

素屋根 梁間7間、桁行16.5間

工作小屋 梁間4間、桁行8間

保存小屋 梁間2間、桁行5間

休憩所 梁間2間、桁行3間

２．解体工事

屋根解体

軸解体

調査

工事別
昭和28年度 昭和29年度

備　考
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図 6-164
監物櫓昭和 28 年修理前北東面

図 6-165
監物櫓昭和 28 年修理前南面

図 6-166
監物櫓昭和 28 年修理前南西面

Ⅱ　᫛࿴ �� ࠥ �� 年ᗘಟ⌮෗┿
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図 6-167
監物櫓昭和 28 年修理前東面

図 6-168
監物櫓昭和 28 年修理前南面

図 6-169
監物櫓昭和 28 年修理前北東面
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図 6-170
監物櫓昭和 28 年修理前北西面

図 6-171　監物櫓昭和 28 年修理前西面

図 6-172　監物櫓修理中壁小෣と南側ග木
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図 6-173　監物櫓修理前屋根ৄ細　西ϊ࠺　 図 6-174　監物櫓修理前屋根ৄ細　西ϊ࠺　

図 6-175　監物櫓修理前屋根ৄ細　南西۱ 図 6-176　監物櫓修理前屋根ৄ細　北東ϊ۱　

図 6-177　監物櫓修理前屋根ৄ細　南西ϊ۱ 図 6-178　監物櫓修理前屋根ৄ細　南東ϊ۱
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図 6-179　監物櫓修理前屋根ৄ細  南東ϊ۱ 図 6-180　監物櫓修理前屋根ৄ細　北西۱

図 6-181　監物櫓修理前屋根ৄ細　南東ϊ۱ 図 6-182　監物櫓修理前屋根ৄ細　北東ϊ۱

図 6-183　監物櫓修理前屋根ৄ細　北西ϊ۱ 図 6-184　監物櫓修理前屋根ৄ細　東ϊ࠺

図 6-185　監物櫓修理前屋根ৄ細　北東ϊ۱ 図 6-186　監物櫓修理前屋根ৄ細　東ϊ࠺
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図 6-187　監物櫓修理中壁小෣　北西۱石མし 図 6-188　監物櫓修理中壁小෣　西南内部۱

図 6-189　監物櫓修理中壁小෣　西ϊ࠺ 図 6-190　監物櫓修理中壁小෣　東ϊ࠺

図 6-191　監物櫓修理中壁小෣　北側૭ 図 6-192　監物櫓修理中壁小෣　南東ϊ۱柱壁下地
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図 6-193　監物櫓修理中壁小෣　北側૭ 図 6-194　監物櫓修理中壁小෣　東北内部۱

図 6-195　監物櫓修理中壁小෣　北側二重壁小෣ 図 6-196　監物櫓修理中壁小෣　北西内部۱

図 6-197　監物櫓修理中壁小෣　北側二重壁小෣ 図 6-198　監物櫓修理中壁小෣　南側一重壁小෣

図 6-199　監物櫓修理中壁小෣　東南内部ϊ۱ 図 6-200　監物櫓修理中壁小෣　ろ〜へ二十ϊ間仕੾
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第 ��項　௕ญ

長塀は、全長 242�44 ̼、134 間におよぶנࢅ෪の塀で、石製の控柱を立て、塀と؏二ஈで͙ܨ。南側

は高さ約６̼の石垣があってその南には௶Ҫ川がྲྀれ、塀の内側は竹೭丸になる。建造物໨録には、長塀

の創建を「慶長６〜 12 年（1601 〜 07）創建ʲ藤公遺業記他 」rとしているが、明治 24 年（1891）の

古写真には、長塀がないことが஌られており、現在の塀は明治 24 年以降の再建である。

昭和 28 年５月 10 日に西側部分が 82 ̼にわたって౗յしたため、昭和 29 〜 30 年にかけて未౗յ部

も含めた解体修理が行われた。直後の昭和 34 年にも、東୺ 60 ̼の解体修理が行われている 9）。

昭和 47 年には、全面にわたる屋根෪ସ修理が行われたが、直後の昭和 51 年９月 12 日、熊本地方をऻっ

た台風 17 号により約 60 ̼が堀側にࣼ܏する被害を受けたため、昭和 52 年度に修理工事が実施された。

このときは、監物櫓（新堀櫓）とともに修理工事報告書が刊行されている。

その後も、平成̐年に台風被害による修理が実施された 10）ほか、平成 24 年度には馬具櫓の復元工事

にともなう石垣修理のため部分的な解体工事が行われている 11）。

なお、長塀を࢝めとする塀の控柱に関する施工方法については、長塀の昭和 52 年度修理の際に実施し

たコンクリートで固める基礎工事についてջٙ的な考え方があり、平成の各छ塀の復元工事では、コンク

リートで固めない工法を取ってきた。これらについては、第７章で総括を行ったので、参রされたい。

図 6-201　昭和 47 年屋根修理時の足場 図 6-202　昭和 47 年修理時のנࢅ෪状況

図 6-204　昭和 52 年修理時の控柱基礎の状況
53 年報告書より転ࡌ

図 6-203　昭和 52 年修理前の控柱埋込状況
53 年報告書より転ࡌ
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第１項　੢࿌ޚ໳ͷ修理

西櫓御門は、昭和 30 年度に熊本市の直営工事で修理が実施されている 12）。熊本市には、修理工事にか

かる一件書類（申請書、決算書、実施設計書、工程表、図面、写真等）が残されている。修理前の実ଌ図

や写真もあり、昭和 30 年度の状況がよくわかるので、ここに「実施設計書」を掲ࡌする。文言はできる

だけそのときのままとしたが、旧ࣈや۟読点は改めた。なお、この実施設計書は、今でいうところの計画

変更にあたる文書である。

Ⅰ　ࠕ⇃ᮏᇛ㊧すᷳ㛛ಟ⌮ᕤ஦ᐇ᪋設ィ᭩ࠖ

１　設計変更の理༝

西櫓門修理工事は、現姿のまま解体修理を施工༧定のॲ、門൶の保存上、屋根面をԆ長し、೭に伴って

小屋૊強度の૿強を計るҝ、用ࡐを૿した。

経費は、工作小屋竹໼来等をࢭめて、保存工事用（本工事）工作小屋を࢖用、ঘ׌つ能う限りのઅ約を

して当初設計ֹ 892
000 ԁにて完成する。

２　工事概要

（１）工事の総括

෎県別 工事対象
規　模

༧算ֹ 工　期 工事内容 備　考௶ Ԇ　長

熊本県 熊本城跡西櫓門 3�14 34 ई８ੇ 892
000 ԁ ３ϲ月 解体修理
工事

（２）工事施工の内容

本工事は熊本市直営とす。ୠし、工事進行上の都合によりଖの一部を、請ෛを以って施工するを๦げず。

（３）工事物件の概要

　໊　称　　　特別史跡　熊本城跡西櫓門修理工事

　所在地　　　熊本市本丸ொ一൪地

　所有者　　　国

　管理者　　　熊本県熊本市

　̖　特別史跡の指定

土地は昭和８年２月 28 日史跡指定。昭和 30 年 12 月 29 日特別史跡指定。建物は指定外。

　̗　構造形式

࿬戸付高ྷ門נࢅ෪。ܻ行 33 ई５ੇ。

　̘　主要部ੇ法
区　分 摘　　要 ੇ　　法
ܻ　行 ࿬柱真ʑ 　33 ई５ੇ
ྊ　間 ܻ真ʑ 　12 ई２ੇ
出　ݢ 　ܻ真より広小෣外下֯຦ 　３ई６ੇ
高　ݢ 　柱礎石上୺より広小෣外下֯຦ 　15 ई６ੇ８分
౩　高 　柱礎石上୺より౩נ上୺຦ 　22 ई７ੇ
建　௶ 　柱真ʑ（本柱から控柱຦） 　3�14 ௶
௶　ݢ 　21�56 ௶
屋根௶ 　22�8 ௶

第̏節　ͦͷଞͷྺ࢙తݐ଄෺
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（̐）破損状況

਌柱は下部෗ৰ、前方にࣼ܏し、屋根は野地ଖのままの屋根裏天Ҫ、Ӎ࿙は直ちに࣠部ࡐを෗ৰさせて

いる状態である。घに明治 10 年の役には、ԟ時のု存置する༩はず、建物全体を最গ限にॖগされ、ੲ

日のးはۇかに門柱、࿬戸、門൶のみとなり上部ף木には 10 年役の஄ࠟにより割折されている。

（５）建立及修理の経過

熊本城西櫓門は、熊本城創建当時櫓門であったのを、後に現在の形式に変えられた事は礎石の調査及明

治初年の写真にґり明らかであるが、明治 10 年役後、門のみの࣠部をそのまま上部櫓を取り除かれたも

のと推定される。

（６）修理方針及工期

解体修理を施し、後世改変部分のうち略復原可能なるものについては旧規に復する。工期は３ϲ月とす

る。

３　工事仕様書

（１）工事事務

　̖　工事ӡ営の基準

文化財保護法、補助金等に係る༧算のࣥ行の適正化に関する法཯及同法施工ྩ、文化財保護委員会規則、

その他関係法規を参রに工事をӡ営する。

　̗　ண手準備

Π　工場地域を設定し（工事事務所は従来の熊本城保存工事事務所࢖用）、備付ா฽その他従業員規則等

の整備を行う。

ロ　工事工程とこれに関連するࢧ෷計画を作成する。

　̘　ண手

ண工後直ちに文化財保護委員会にண工ಧを提出する。

　̙　ா฽

現金出ೲ฽、༧算差引฽、契約内༁฽、工事工程表、工事日ࢽ、৬工出ۈ฽、ࡐ料、受෷฽、備඼台ா、

通信控その他を備へ、ৄ細׌つ正確に記入する。

　̚　記録作成

Π　調書、各部の仕様調書、ࠟ跡、手法等資料調書、部ࡐ調書その他必要な調書を作成する。

ロ　図面、修理前実ଌ図及ॡ工図はέントࢴに製図し๽入仕上げとする（ॎ２ई２ੇ５分、ԣ３ई２ੇ５

分、ࢴลより࿮内線まで１ੇ５分入りに８ྚۊのॎԣ࿮を૊む）。

ϋ　写真ࡱ影、修理前後及工事中必要な写真をࡱ影する（ΩϟϏωຢは࢛つ੾、やむを得ない場合は手ࡳ）

χ　੆୓本、絵様、ூ刻、נ、金具その他のۂ線ࡐのࡲ୓本には᭩及び断面を記入する（έントࢴ 1�2

大のԾ௲とする）。

ϗ　その他工事中に発見した๽書、ූ号、その他の参考資料は࿜書、模写、その他の方法にґり記録しຢ

は保存する。

　̛　設計変更

現状変更、仕様の変更ຢは物価のಅམその他の理༝にґり工事費に૿ݮを生じ設計変更の必要を生じた

場合は文化財保護委員会に申請し許可を得て実施する。

　̜　ॡ工

工事が完了した際は精算書を明細に記しॡ工ಧ、実施工程表、実施仕様書、その他の必要書類と共に前

記図面、写真（原൘及焼付共）、੆୓本、ଖの他の資料を添付してॡ工後２箇月以内に文化財保護委員会

に提出するものとする。
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（２）各部仕様

̖　総則

この仕様書は工事の概要を示すものであって記ࡌ外の事߲ຢはٙ問を生じた場合は総て係員の指示に従

い施工するものとする。ঘ実施に当っては更にৄ細な実施仕様を定めて施工するものとする。

料検査ࡐ　̗

一੾のࡐ料はຌて係員の検査を受け合格したものを࢖用する。

̘　施工図、現ੇ図、型൘

施工上必要な場合は施工図をඳき、ຢ特にۣ計、規ۣ等必要なものは原ੇ図を引き付け施工するものと

する。

̙　基準ई度

スνール、ςープにより໨੝を施した長さ２間以上のᐻ製間ᑫを作成し全工事を通じての基準ई度とす

る。

（３）解体工事

̖　準備

解体前ຌて部ࡐに൪号ࡳを付し必要な諸調査、実ଌ、写真ࡱ影等を了しておく。

̗　解体

準備完了後、ॱংよくჯೡに解体し解体中必要な諸記録を取る（ࠟ跡、転用、古ࡐ、各部仕様等）。

̘　古ࡐ整理

解体した部ࡐは再用、સい、取ସ༧定等に区分し、同छࡐຖに整理して保存する。

（̐）木工事

̖　木ࡐ

。は下記をඪ準とするࡐ用する補足木࢖

Π　化হࡶ・ࡐ作ࡐ（ᓏ、ᐻ・ฒࡐ）、Ӌ໨൘（ᓏ・ฒࡐ）、൶（ᐻ・ฒࡐ）、ݢ廻り（ᐻ・ฒࡐ）

ロ　඼位、何れもס割れ、ൈઅ、ࢮઅ、࿪ۂ、෗ٺ等のܽ点なきもの。以下の３छ類とする。

　①樹ྸ 200 年以上の大ࡐより木取りした木理ݎ緻なᚸ去り੺਎ࡐでແઅに近いもの。

　②同上。上小અ程度のもの。

　ᶅൈઅ、ࢮઅଖ他のইは不可でฒࡐ程度のもの。

̗　鉄ࡐ

。は下記をඪ準とするࡐ用する鉄࢖

Π　和ఝ　　　　஁鉄製

ロ　༸ఝ　　　　一ൠۓ結用鉄ఝ（日本ඪ準規格඼）

ϋ　補強鉄物　　ボールト、᭬、その他　　同上

̘　古ࡐ取ସ、સい

古ࡐはক来建物の保存上ࢧ障のڪれのない範囲において可及的に再用するのを原則とする。෗ٺ、破損、

風ৰ、ਙ大なものຢは現状変更等の理༝により取りସえຢは新に補足を要するࡐは上記の木ࡐを以って充

てる。

再用古ࡐ෗ٺ部、不要な仕ޱ、穴等を埋木、ഠ木、継木等を以ってસう。

̙　構造

構造、手法ຢ継手、仕ޱ等は在来同様施工するのを原則とするが、耐ٱ上不完全と認められる箇所は、

見えӅれにԙて添木、鉄物等にґって各部ࡐに適応した補強をߨじるものとする。
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（５）屋根工事

̖　古נ

形式、手法ຢは破損度、耐ٱ性等により再用、ඇ再用に選別する。

̗　補足נ

不足נは在来の形式、手法に฿って製作する。含水཰２ˋ以下とする。

̘　土ډ෪

Π　ਿຢはᑼ੺਎উ、長さ１ई、ްさ１ੇ５分 16 ຕก͗、２ੇ５ۊ分以上の手割、㕱൘を以って෪足２

ੇに竹ఝ打とする。

ロ　ࢅנはਿ੺਎ࡐを࢖用し土ډ෪上より約１ई５ੇ間にఝ打とする。

̙　෪土

෪土は࢖用数箇月前に࿴㫇適ྔにࠞじてͶかし、࢖用前に数回࿅り返す。

留め方נ　̚

共נࢅנઌݢ 20 ̅ಔ線にてۓ結する。

工事ࡶ（６）

̖　門൶

Π　門൶及金具共補修及新補は在来の形式、手法に฿う。

ロ　補足木ࡐはᐻฒࡐを࢖用する。

̗　ᖻҹԡ

取ସຢは新補足ࡐは、総て見えӅれに修理年号を刻したᖻҹをԡす。

̘　古৭ృ

取ସຢは新補足の化হࡐには適ٓ古৭をృり、周囲古ࡐとの調和を計って古৭ృりを施す。

̙　防෗ࡎృ

にはຌて̥ɽ̘ࡐ用࢖ ɽ̥ の水溶ӷをਁಁせしむる。

̚　跡ย付

諸工事完了後Ծ設物地域内外の残ࡐをൖ出し整಴して清૟を行う。

̐　熊本城跡西櫓門修理工事工程表

着手

完了

木材購入

下拵へ及組立

軸廻取付

野地取付

造　　作

瓦購入

土居葺

葺　方

屋根目地

工期
昭和30年12月27日

昭和31年3月31日

施工部目
月　日

12　月 １　月 ２　月 ３　月

熊本城跡西櫓門修理工事工程表

塗装工事

雑工事

跡片付

現場内清掃

残務整理

屋
根
工
事

着手準備

実測図面

解体工事

木
工
事

建具工事
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５　熊本城跡西櫓門修理工事実施設計内༁書

費　໨ 設計ֹ 実施設計ֹ ݮ　૿ 摘　要

熊本城跡西櫓門修理工事費 892
000 892
000

　௞　　金 126
650 126
650

　諸資ࡐ費 640
750 672
450 31
700 ૿ 　設計変更のҝ請ෛ費よりྲྀ用૿

　請 ෛ 費 80
000 48
300 31
700 ݮ 　設計変更のҝ諸資ࡐ費へྲྀ用ݮ

　事 務 費 44
600 44
600

６　特別史跡熊本城跡西櫓門修理工事実施༧算書

（省略）

図 6-205　西櫓御門正面（南面）の昭和 30 年修理の修理前（左）とॡ工

図 6-206　西櫓御門側面（西面）の昭和 30 年修理の修理前（左）とॡ工

図 6-207　西櫓御門എ面（北面）の昭和 30 年修理の修理前（左）とॡ工
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図 6-208　西櫓御門実施設計図
残っている図面は １̖൛のӄ画੨焼きで、ॖईは 50 分の１である。
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図 6-209　西櫓御門実ଌ図
修理前の状況。屋根が小さい。残っている図面は １̖൛のӄ画੨焼きで、ॖईは 50 分の１である。
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第２項　഻ํ໳

഻方門は現在、城域の南方、馬具櫓のあるᐩ形を入ったところにあり、ܻ 行 11�88 ̼、ྊ間 3�94 ̼、一重、

੾࠺造、נࢅ෪の門である。現在は熊本城内への̐つある入ޱのͻとつ、南の入ޱとして、݊ച所を݉Ͷ

ている。

本来の഻方門は、現在加藤ਆࣾとなっている城域の北方、഻方役所が設置されていたところにあり、西

南戦争でも焼け残った建造物のͻとつであると考えられるが、創建などৄしいことはわかっていない。

平成 24 年度に、഻方門の残存部ࡐの調査が熊本市の୯費事業で行われており、『熊本城഻方門調査報告

書』（熊本市総合事務所、2012）にまとめられている。その中からその創建と整備工事のཤ歴をൈਮしておく。

Ⅰ　ྐᩱにࡿࡳḀ᪉㛛のᒚṔ

寛Ԇ２年（1749）、熊本城内北側の宇土櫓後方（現在の加藤ਆࣾ敷地）に഻方役所が設置された 13）。

明和６年「御城内御絵図」によると、ԟ時の役所は三方を石垣で囲まれた敷地の南面をࡤで仕੾り、その

西面の入۱に中門を開けている。

その後、「御城図」によると、役所は新規に敷地西半の一郭を土塀で囲み、その内部に̩ࣈ形の入฼屋造、

㕱෪の平屋が建つ。さらに石垣に沿って西方にのびた敷地西୺（現ௗډ位置）を੾࠺造、נ෪の長屋門で

区੾り、その北面は北大手櫓門（現存せず）の石垣に઀し、南面は平櫓（現存せず）に઀合している。

この長屋門は北寄りに門部を開け、その北ࣨは一ࣨなので൪屋であり、南ࣨはほぼ三ࣨ分なので、物置

やஉ部屋であったと思われる。そして壁は正・എ面とも土壁のࠊ部をࠇృの᝺ࢠ下見൘ுりで、上部はന

࣫۬仕上げに見える。この図の長屋門は現഻方門にൺべると、北ࣨ北側約半間分・南ࣨ南側約９間分をそ

れぞれ除去して、その部分を྆କ塀に置׵したと理解すると、そのほかの形式はほぼූ合する。また同図

には౩高が「࿡分五ྚ」と記ࡌされており、この図が 1�300 のॖईであるとすれば、0�065（ई）̫ 303（ᶱ

� ई）ʷ 300 ʹ 5
908�5（ᶱ）となり、現存建築物の礎石天୺から౩נ天୺までの高さ 5
689（ᶱ）と近

い数値となり、規模もほぼූ合する。

よって「御城図」の長屋門は、現存഻方門の前਎建物と言えるであろう。現在ではその建設年代を明ら

かにできないが、明和６年以降からの江戸期と考えることができる。

Ⅱ　᫛࿴ �� 年ᗘ復ᪧᕤ஦

　「特別史跡昭和 32 年度熊本城跡ʨ഻方門・西櫓門石垣ʩ復旧工事費精算書」には、精算書のほかに、

第一回設計変更༧算書・修理前実ଌ図６ຕ・ॡ工図６ຕ・修理前写真２ຕ・ॡ工写真２ຕが添付されている。

精算書の๯಄に記ࡌされた工事概要には、「ϗ、現況」として、「昭和 29 年５月半崩յ、同 30 年８月実ଌ

解体保管、同 31 年度に木ࡐ一部ߪ入、木造りしていたものを、同 32 年度に完成した。」との記ࡌがある。

Ⅲ　᫛࿴ �� 年ᗘ⛣㌿ᕤ஦

「昭和 35 年度熊本城跡഻方門移転工事」は、請ෛ業務の仕様書と図面３ຕで構成され、仕様書からは、

昭和 32 年度復旧工事の建築位置から現在の建築位置まで約 20 ̼のӪՈ移転と、これに伴う基礎工事が

行われたことがわかる。

ϫ　⌧ἣ࡜のẚ㍑

昭和 30 年の実ଌ図によると、഻方門は੾࠺造、נࢅ෪の長屋門形式で、門部の྆࿬ࣨが各一ࣨであり、

真壁のࠊ部᝺ࢠ下見൘ுは正面のみで、各૭は格ࢠ戸引き違いでಥき上げ戸は付いていない。北ࣨ内部は

土間でࠊӋ໨を廻している。྆କには北２間、南３間の᝺ࢠ塀が付き、その下見൘ுりは長屋門に連続し

ている。

また昭和 29 年の古写真では、北半部の屋根が崩མしており、これにより解体保存に至ったようであり、

その原Ҽは、小屋૊の෗ٺ・ٜ害によるものであろうか。
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図 6-210　昭和 30 年഻方門破損状況　西より

図 6-212　昭和 32 年度竹೭丸への഻方門復旧　西より

図 6-211　昭和 30 年഻方門破損状況　南より

図 6-213　昭和 32 年度竹೭丸への഻方門復旧　南より

この復旧工事は昭和 30 年に解体され、竹の丸西南部の馬具櫓跡石垣沿いの折ۂ通り東面に移転し、昭

和 32 年７月から昭和 33 年３月までの９箇月で完成している。

ほぼ旧状通り復旧されているが、北ࣨ内部のࠊӋ໨を取り、土間を௿চ敷に改め、各૭にはಥき上げ戸

を新設し、西྆କの長さを北塀と南塀をަ׵している。この南塀を３間から２間に׵えたのは、その南୺

に長塀があり、３間を確保できなかったことによるのであろう。それから間もない昭和 35 年には約 20

̼東方の現在地へӪՈしたのが現在の഻方門であるが、南ࣨを入城の受付として࢖用するためにઌ述の構

造形式のように内部を新建ࡐுりとし、表側を受付૭の開ޱに改変して今日に至っている。

図 6-214　昭和 35 年移転工事配置図
　　「熊本城実ଌ平面図」（部分）
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第̏項　ࡉ઒ܐ෦ఛʢ۽ຊࢦݝఆॏཁจԽࡒʣ

細川刑部邸は、細川फՈの分Ո筋の邸୐で、諸事情により、平成５年にもとの所在地から、現在の熊本

城三の丸の地へ移築してきたもので、現在一ൠに公開されている。移築工事の際に『熊本県指定重要文化

財旧細川刑部邸移築工事報告書』（1993、熊本市）が刊行されているので、以下、その報告書から移築の

経Ңなどをൈਮする。

細川刑部Ոは、熊本城主忠རのఋ（࿡உまたはࣣஉ）興޹を初代とする分Ոである。༫޹は、༮໊を天

千代と称し、寛永 16 年（1639）刑部গีに೚ͥられ、正保３年（1646）熊本城内に本邸と二ສ五千石

をഈྖしಠ立した。その後三の丸内での移転はあったが、本邸は幕末まで続いた。しかし、明治３年（1870）、

熊本城が明け౉しとなったため、十一代興૿はそれまでࣂࢠにഈྖしていた「お஡屋」屋敷を本邸とする

ため૿改築し、同６年からࢮ去する昭和８年（1933）までॅډした。

そのࠒのࣂࢠ屋敷は、熊本城の北東約２ᶳ、城の東をྲྀれるന川のӈ؛をഎに、西面は೐い੝んなࢠ

Ӄのุ地に面し（その北は国道ࣉ঎ళ֗路に、北はদӢࣂ 57 号線旧豊後֗道）、そして南面は藤崎ٶへ

と通る道幅わずか̼̐未ຬの道に固まれた、およそ 4
000ᶷの広大な地であった。その屋敷地内のおよそ

2
000ᶷを屋敷塀で囲៴し、主屋をはじめ諸建物がࢄ在した。この地は、古絵図によれば、寛文ࠒにはた

だの地ࢠであったが、元࿣ࠒからは刑部Ոの下屋敷と称していた。

昭和 11 年（1936）には৿࣊ल氏の所有となり、大修સがなされた。৿Ոではॅډしておられたため、

主屋等の管理は行きಧいていたが、他の建物は物置と化し、加えて各建物の経年による破損も大きくなっ

ていた。その後昭和 60 年（1985）に、主屋と஡ࣨのみが熊本県指定重要文化財の指定を受けた。

しかし、現地での保存修理、そして一ൠ公開は諸ൠの事情からແ理となり、熊本市が主屋・஡ࣨ・台所

౩・土蔵とこれらを連結する屋敷土塀とその内のఉ石木、そして長屋門をങऩして、熊本城三の丸に移築

復原することとなった。

工事ண手に至る経過と事業の経Ңは、以下の通りである。

熊本城内はもちろんのこと、市֗にもかつての上ڃՈਉの屋敷が存在しない現今、།一の面影を保って

いるものとして有識者からは஫໨され、৿Ոでも日ৗ生活には不ࣗ༝であっても大੾にしてこられた。

また、熊本城の整備は進められ、県内外から多数の観光客が๚れていた。しかし、三の丸には、今時の

世界大戦後設立された化血研が、近代的建物で業務を行なっていて、城内の景観にはそ͙わない存在であっ

た。

昭和 49 年、熊本城整備研究会は、熊本市長に三の丸一帯の整備として「ক来取りこわされる෢Ո屋敷

を移設し全体を史料公園とする。」とした答申をした。昭和 50 年、旧刑部邸の所有者である৿氏より寄

ଃと移築復原の申し入れが熊本市に対してなされた。しかし、この実現には化血研と৿Ո、それぞれのަ

বのࠔ೉さと多ֹの資金が必要であることが༧ଌされ、ただちには具体化せず時は経過した。

৿Ոでは、و重な遺産として日ʑその管理には౒められていたが、経年による破損と、不用と化した台

所౩や長屋門の์置によるߥ廃は年ʑͻどくなり、主屋は降Ӎの度に何ॲかでӍ࿙りが生じ、台所౩や長

屋門は౗յੇ前のݥةな状態になった。ついに周囲も保存に力添えをせざるを得なくなり、昭和 60 年に

主屋と஡ࣨは、熊本県の重要文化財に指定され、保存修理が計画された。しかし、現屋敷地への進入ޱは、

市内でも有໊なࣂࢠ঎ళ֗通りの中ほどで、工事車ีの通行は不可能であり、かつまた修理後の公開や防

災上の点からも不便で、計画は二転三転するばかりで進展せず、熊本市としても೉問の一つとなりつつあっ

た。

平成元年熊本市が建物等をങऩし、ࣗ治省の「ふるさとづくり特別対策事業」で移築保存の方法をとる

ことに決まり、事は急展開することになった。
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事業は、平成２年̐月から３箇年計画とし、設計監理業務を財団法人文化財建造物保存技術ڠ会（以下「文

建ڠ」という）に委ୗ、文建ڠではࣂࢠ屋敷内に事務所を開設し৬員をৗ駐させた。しかし、৿Ո・化血

研ともに明け౉し時期の確約までには至っておらず、また、解体部ࡐ・ఉ石・ఉ木のൖ出方法の解決等೉

問が多ʑあった。資ࡐൖ出は、正面のࣂࢠ঎ళ֗の道路幅がڱく、２トントϥックが໷間しか通行出来ず、

他の方法（༧算も考慮して）を見い出すのに各関係機関ともٞڠを重Ͷた 14）。しかし、どの案もަব途

中から廃案となり、最後に建設省۝भ事務所ന川出ு所の॓舎をӪ屋し、重車ีを出ு所の業務にࢧ障を

きたさないٳ日のみの通行とする、また日ৗは、南側の一ൠ道路のうち、֯地の民Ո２ݢと途中の道幅̐

̼以内の民Ո石塀を工事中解体撤去し、車᫑を通行させることで、それぞれ承認を得た。これらのަবに

およそ１箇年が過͗た。第１回໨の入ࡳは、ൖ出路の確保と長屋門内の৿Ոのॄ器等の保管૔ݿ建設、そ

して、長屋門の解体・ൖ出・建設で、工事契約は、ཌ年１月になってからであった。第２回໨（台所の移

築と主屋・土蔵の解体ൖ出）は、平成３年１月に工事を発஫し、台所の作業は進めた。しかし、৿Ոの新

築ॅډの建設が諸ൠの事情から大幅に遅Ԇし、工事は発஫したものの明け౉しを得られず、工期内完成は

ぶまれた。第３回໨は、平成３年２月に主屋と土蔵の建設を、そして第̐回໨は最後とし、஡ࣨ、屋敷ة

塀等の移築とఉ園の復旧と関連設備（ి気・水道・防災等）を同３月に発஫した。これも化血研の諸建物

解体と地下遺構調査等で遅Ԇ、加えて平成５年９月から 45 日間、この跡地で「火の国ϑΣスタくまもと

93」を開催、ϝΠン会場となることとなり、その関連事業である周ล整備が࢝まり、そのための制約も受け、

工期を同５年８月までԆ期、ϑΣスタ開催前日まで作業をして、一応ԾΦープンに間に合わせた。そして

ϑΣスタ終了後、細部の手直し工事等をして、平成５年度末でॡ工、その後残務をして平成６年３月に完

了した。これに要した費用は関連事業やങऩ費を合め総ֹ約 93 ԯԁであった。

工事中に諸調査をした結果、もとのࣂࢠ屋敷は幕末まで「お஡屋」と称しており、主屋主要部は他から

移築された建物であった。移築前の姿は、ࢠӤでまとめられたもので、ݰ関と表広間は明治 26 年（1893）

の૿改築であった。主屋Ԟのय़দֳは明治６年に付け加えられたもので、長屋門は他から現規模のものを

明治以前に移築、஡ࣨは明治 17 年の新築、台所౩は明治３年にほかの建物を転用してࣂࢠで改造したも

のであった。主屋の主要部は、これも移築改造されたものであるが、その時期を決定出来る資料は発見出

来なかった。

図 6-215　移築直後の表書Ӄ外観 図 6-216　移築直後の表書Ӄ
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第６章　஫

1）このとき刊行された修理工事報告書は、下記に示す

参考文献の①からᶈである。なお、これら修理工事報

告書の内容については、転ࡌを割Ѫした。

2）このとき刊行された修理工事報告書は、下記に示す

参考文献のᶉである。なお、これら修理工事報告書の

内容については、転ࡌを割Ѫした。

3）昭和 30 年代の修理工事中のものと思われる写真の

中に、ྊの枘に天保 15 年の๽書が書かれている写真

があった。どの建造物のものかわからないが、同じ年

号の౩ࡳが十࢛間櫓にはあるので、ここで示しておく。

4）『国宝・重要文化財建造物໨録』には、昭和 30 年代の

修理で現状変更が行われたように記されているが、現

状変更に関する書類もなく、修理໏൘にも記ࡌがない。

5）原ߘには、石垣写真ૠ入とあるが、具体的な写真の

指示はないので、その意思のみ残す。

6）この๽書は現在未確認である。昭和 54 年報告書にも記ࡌはなく、当時の写真も確認できない。

7）前掲஫ 5 と同様。具体的な写真はない。

8）発見໏文等について、具体的にわかるのは２の東ڕݒ࠺๽書のみであり、その他については資料がない。

9）「重要文化財熊本城長塀復旧工事設計書」には。「（前略）昭和 34 年̐月 24 日午後５時 40 分南۝भ財

務ہより旧陸軍施設஄ༀݿ取ᆝ中ޡって౗յせるものである（後略）」とᆝ損の原Ҽが記されている。

10）ちなみに平成 27 年にも台風により長さ 60 ̼にわたり、控柱が折れたり、控؏が破損して、長塀が܏

ࣼする被害を被った。平成 28 年度に災害復旧工事により、修理が行われる༧定である。

11）第̐章第５અ第１߲に概要を示している。

12）この工事は、もともと備前堀埋立復旧工事として申請されたものだが、撤去を༧定していた道路の財

産に関するަবが長引き公算が大きくなったことから、やむを得ず西櫓御門の修理に差しସえられた。

13）「熊本ൡ史年表ߘ」より഻方門に関する記述をൈਮする。

・寛Ԇ２年（1749） 城内に഻方役所建つ

・宝ྐྵ̐年（1754） ഻方会所、建継出、御吟味方とএうることとなる

・文੓５年（1822） ഻方裏、御裏普請あり、石垣出来る、６月下०成ब

14）①ന川ӈ؛にトロッコを新設②Տ川をۭ中Ս܁により対؛へᶅϔリコプターによるൖ出ᶆ൉による下

ྲྀでの陸༲げ、などの案が検討された。

〔主要参考文献〕

①熊本市『重要文化財熊本城平櫓修理工事（屋根෪ସ、部分修理）報告書』1978

②熊本市『重要文化財熊本城監物櫓・長塀修理工事（屋根෪ସ、部分修理）報告書』1979

ᶅ熊本市『重要文化財熊本城ݯ೭進櫓修理工事（屋根෪ସ、部分修理）報告書』1980

ᶆ熊本市『重要文化財熊本城不開門修理工事報告書』1981

ᶇ熊本市『重要文化財熊本城田ࢠ櫓他࢛౩修理工事（屋根෪ସ、部分修理）報告書』1983

ᶈ熊本市『重要文化財熊本城五間櫓他二౩修理工事（屋根෪ସ、部分修理）報告書』1985

ᶉ熊本市『重要文化財熊本城宇土櫓保存修理工事報告書』1990

ᶊ熊本城総合事務所『熊本城഻方門調査報告書』2012

ᶋ熊本市『熊本県指定重要文化財旧細川刑部邸移築工事報告書』1996

ᶌ文化庁文化財部参事官（建造物୲当）『国宝・重要文化財建造物໨録』2012

図 6-217　天保 15 年の๽書のある枘
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第１項　石垣修理に関する課題

第３章に、熊本市が特別史跡熊本城跡の管理団体に指定されたあと行われた石垣修理において、報告書

がまとめられていないものについて述べた。

すなわち、午砲台（本丸南側）及び平櫓前石垣、馬具櫓及び数寄屋丸櫓門跡石垣、小天守下「石門」石

垣を修理、西出丸石垣を復元、竹の丸五階櫓台石垣を修理、棒庵坂石垣を修理・復元した。これらについ

ては、一部の書類が残っているので､ その概要を今回示した。

昭和 51 年度に二の丸御門跡の通路、53・54 年度には不開門坂道が整備され、それぞれ報告書が出さ

れている。なお、昭和 57 年度の宇土櫓西側石垣修理の報告書は作成していない。

以降、西出丸のうちの奉行丸の発掘調査、石垣解体修理、南大手門の石垣解体修理、西出丸（奉行丸）

未申櫓台の石垣解体修理、さらには平成 13 年度の西大手門石垣保存修理が進められ、報告書がまとめら

れている。

平成 13 年度以降にも発掘調査・石垣修理が行われたが、調査報告書は未刊行であった。平成 12・13

年度に実施された飯田丸五階櫓台ほか石垣解体修理・復元に関する発掘調査報告書は大幅に遅れて、平成

25 年 10 月に設けられた熊本城調査研究センターによって平成 26 年度の刊行となった（『熊本城跡発掘

調査報告書Ⅰ　飯田丸の調査』）。 平成 15 年度までに実施された本丸御殿跡の石垣解体・発掘調査の結果

も、その成果が本丸御殿大広間などの復元に用いられているにもかかわらず、平成 27 年度の刊行となった。

以上のように、石垣修理及び発掘調査が行われながら、報告書がまとめられない状態を解消することが

課題となっていた。さらに、従来の石垣修理箇所は建造物の復元箇所を主に対象としてきたが、史跡保存

の観点からは、史跡全体を視野に入れた上での保存、修理の構想が必要である。

なお、本丸御殿跡の石垣解体調査以降の調査報告書は、平成 27 年度に別途刊行する。

第２項　建造物復元整備に関する課題

Ⅰ　建造物復元年代の設定について

これまで熊本城跡全体の復元整備は、平成９年度に策定された熊本城復元整備計画（以下、整備計画と

いう）に基づいて行われてきたが、この整備計画では整備の基本として、歴史的建造物の保存と復元を掲げ、

「熊本城は絵地図や古文書をはじめとする史料が豊富に残っており、我が国最高水準と考えられる。この

史料を生かして、史実に基づいた歴史的建造物等の復元・復旧、そして保存を行い、歴史遺産としての価

値を更に高める。」としている。また、加藤清正が築城した城郭を対象に、復元計画の基本的な考え方と

して「可能な限り当時と同じ建造物に復元する」として、特に復元年代については言及されておらず、そ

の後各建物を復元する際にはその都度復元年代を検討してきた。それらをまとめると表 7-1 のようになる。

第Ⅰ期復元整備事業のうち本丸御殿を除いては、「慶長期に建設された建造物が、大きな変更を受けな

いまま幕末に至り、それが幕末から明治期初期の古写真に写っている」とし、復元年代を「慶長期と設定し、

可能な限り建築当初の工法を再現する」としていた。本丸御殿の際は、慶長 15 年（1610）に造営され、

寛永 10 〜 12 年（1633 〜 35）にかけて修復された記録があるほかは、本丸修理の際に御殿にも修理が

及んだ可能性はあるものの大改修がなされた記録は残されていないことから、復元年代は「慶長期に創建

され、寛永期に改修された建物が存続していた幕末期とし、その姿を明和６年の「御城内御絵図」および

第７章　総　括
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障壁画の作者を記した古文書、さらには古写真等の質の高い史料に基づき復元した」としている。しかし

ここでも、その主要構造は「慶長期」であり、復元においては、慶長期を意識した施工が行われている。

第Ⅱ期の復元整備事業に至り、馬具櫓では、その建設年代が問題となった。慶長期に存在したと読める

絵図（「〔肥後熊本城略図〕」慶長 17 年）も存在するが、寛永 11 年の絵図（「肥後国熊本城普請廻仕度所絵図」）

では、建て直された記述もあり、国の復元検討委員会からは、これまでの復元年代である「慶長期」との

齟齬を指摘された。「近世熊本城の完成形は、加藤時代の終わりから細川時代の当初に当てはめることが

出来、寛永期もその中に含まれる。これまでの復元年代もこの近世熊本城の完成期と捉えており、馬具櫓

の復元年代は、これまで慶長期としてきた復元年代と矛盾はない」と説明し、一定の理解を得た。

しかし、平左衛門丸塀の復元にあたり、宇土櫓から御肴部屋櫓に至る塀は、明和５年に「籠塀」と称し

て建て直されたものであり、遺構も江戸中期までしか残存せず、その復元年代はそれまで積み重なった「近

世熊本城の完成期」に遡ることが出来ない事実がわかった。そのため、平左衛門丸塀の復元年代をどう考

えたら良いのか、見直しが急務となった。

多くの石垣・建物で構成される熊本城は、加藤氏が慶長年間に築いた後、細川氏が寛永年間に一部修補

し、その後も手が加えられてきた。さらに、明治 10 年の西南戦争に際しては石垣の一部が撤去され、天守・

櫓などを焼失したが、なお、石垣・堀、宇土櫓をはじめとする櫓・門・塀が旧観を伝えている。このため、

築城以来加えられた経過を踏まえながら、近世における城郭の典型と評価される歴史的・文化的な価値を

保ちつつ活かすよう、歴史により忠実に整備することが必要である。その上で、熊本城での復元は、明治

期の古写真にある形状に復する、とするが、その構造は、古写真にある状態の建造物が建築されたときの

構造を採用する、と整理したい。さらに、復元根拠は、遺構、遺物、古写真、古絵図、文献史料となるが、

構造などが不鮮明な場合は、類似する建造物（熊本城内あるいは近隣もしくは年代の近い類例）を参考に

する。

これによって、課題であった馬具櫓の復元年代も、外観は古写真の姿を基に復元し、構造は寛永期の仕

様を採用したことで矛盾は解消される。さらに、平左衛門丸塀も、外観は古写真の姿とし、籠塀部分の構

造や仕様は、江戸中期の諸資料を集積し吟味して採用すれば、やはり矛盾は生じない。

今後も、復元しようとする建造物の創建年代、その後の経過を吟味し、ふさわしい仕様や構造で復元す

るよう、学術的調査・研究を充実させ、計画を策定し、事業を実施していくことが重要である。

表 7-1　復元年代設定の概要

数寄屋丸二階御広間 飯田丸五階櫓まで 本丸御殿 馬具櫓 平左衛門丸塀

復元事業完了年 平成元年 平成16年 平成19年 平成26年 平成24年（設計のみ）

建設年代 慶長 慶長 慶長 寛永カ（慶長）
慶長カ

明和５年に西側改修

復元根拠

*遺構・・・・・◎
*遺物・・・・・△
*古写真・・・×
*古絵図・・・◎

*遺構・・・・・◎
*遺物・・・・・◎
*古写真・・・◎
*古絵図・・・◎

*遺構・・・・・◎
*遺物・・・・・◎
*古写真・・・◎
*古絵図・・・◎

*遺構・・・・・◎
*遺物・・・・・△
*古写真・・・◎
*古絵図・・・◎

*遺構・・・・・◎
*遺物・・・・・△
*古写真・・・◎
*古絵図・・・◎

建物の修理の経緯を
示すものからの判断

瓦→
修理されても加藤時代を
踏襲

瓦→
修理された細川時代に変
わる

遺構、絵図、古写真→
御肴部屋櫓から西は明和
５年に建て替え

設定された復元年代

はっきりと明示されてはい
ないが、その建立を「加藤
氏代」とし、「当初の遺構｣
にも言及していることから
「慶長期」を意識していた
と察せられる。

構造など根本的なものは
変わらずに明治まで残っ
たと考え、年代は慶長と
する。

*外観-幕末
*構造-慶長

修理で変えられた状態を
反映させたので、幕末と
する。

*外観-幕末
*構造-慶長

飯田丸五階櫓と同様
近世熊本城の完成期を復
元整備年代と考え、寛永
でも整備方針には違わな
いと判断。

*外観-古写真の時期
*構造-建設当初

御肴部屋櫓西の建て替え
られた明和５年とする。

*外観-幕末
*構造-慶長・明和

【凡例】 ◎：直接的な資料 △：参考程度の資料 ×：該当資料なし
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図 7-1　平左衛門丸の籠塀復原整備平面図

図 7-2　平左衛門丸北面の石垣修理範囲

② コ ン ク リ ー ト 基 礎 形 式① 掘 立 形 式

Ⅱ　塀の控柱の構造について

熊本城における塀の控柱の基礎工法は、江戸時代以前はほぼ同じで、石垣の栗石に控柱の柱脚を埋め込

んだだけであったと思われる。控柱は、その多くが溶結凝灰岩製でそれほど固い石ではなく、現在も城内

のいたるところでその遺構を見ることができる。

昭和 53 年度に修理された長塀の控柱は、石垣の裏込め内にベースになる鉄筋コンクリートの盤を打ち、

その中央に控柱の根元をモルタルで固定する、というのもであった（図 7-3）。この工法で作った控柱が

大風で折れたため（図 7-4）、これを反省して、奉行丸以降の復元工事では、できるだけ足下を固めずに、

当初の工法のように石垣の裏込めの中に埋めることだけで施工してきた。実際、西出丸では、遺構等もな

かったことから、この工法で復元を実施した（図 7-5）。平成 27 年の台風 11 号でも、同じように長塀の

控柱に折損が及ぶという災害が発生してしまったが、奉行丸その他の塀の控柱には被害がなかった。

しかし、第Ⅱ期復元事業の馬具櫓復元で施工した備前堀東の続塀では、控柱の遺構と思われる柱穴が発

見された。そのため、この遺構を保護しながら控柱を立てるために、これまでの方針を見直さざるを得な

い状況となり、遺構上にコンクリート基礎を造り、控柱を立てるという工法となった。現状は、観光客か

ら見えない位置にあることから、コンクリートの基礎は地上に露出したままとしている。

馬具櫓に引き続き設計された平左衛門丸の塀でも、続塀と同様に控柱の遺構が存在していたところは、

続塀と同じ設計とし、遺構が石垣修理のためなくなってしまったところは本来の工法により設計している。

今後、塀に関する工事（修理・復元）を行う際には、遺構の残存状況などにより、施工方法を選んでい

くことになる。
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図 7-4　重要文化財長塀控柱破損状況（平成 22 年 12 月） 図 7-6　馬具櫓及び続塀の控柱（基礎が見えない部分）

図 7-3　重要文化財長塀の控柱据付図
（『重要文化財熊本城監物櫓・長塀修理工事報告書』、
熊本市、1979 年）

図 7-5　復元した奉行丸塀の控柱据付図
（『特別史跡熊本城跡西出丸一帯復元工事報告書』、
熊本市、2005 年）
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① 掘 立 形 式 ② コ ン ク リ ー ト 基 礎 形 式

図 7-8　馬具櫓及び続塀の控柱（基礎が見える部分）

図 7-7　馬具櫓及び続塀の控柱据付図（平成 26 年度復元）

図 7-9　平左衛門丸塀の控柱据付図（平成 24 年度設計）

石垣修理範囲
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表 7-2　熊本城の復元設計における構造計算法の変遷熊本城の復元設計における構造計算法の変遷

復元建造物 構造計算法 補強方法 ഛࠉ考

平成㸵ᖺ 1995 රᗜ┴南部地震

平成��ᖺ 1999 ྎ風��ྕ災ᐖ復ᪧ

平成��ᖺ ���� 飯田丸五階櫓、西大ᡭ門 壁量計算法 壁の㏣加と補強

平成��ᖺ ���� 本丸御殿（大ᗈ㛫・ᩘᐤ屋丸・ྎᡤ） 壁量計算法 ㈏の㏣加

平成��ᖺ ���� 構造計算᭩ഇ⿦ၥ㢟

平成��ᖺ ���� 馬具櫓 限界耐力計算法 壁の㏣加と補強

平成��ᖺ ���� ᮾ໭地方ኴ平ὒἈ地震

平成��ᖺ ���� 平左衛門丸塀 時刻歴応答解析 ㈏の㔠物補強

ᖺࠉ度

表 7-3　熊本城の復元設計における構造計算法の違い表 熊本城の復元設計における構造計算法の違い

名称 許容応力度設計法
壁量計算法

(保有耐力診断法・終局強度設計法) 
限界耐力計算法 時刻歴応答計算法

計算方法の概要

建築基準法に基づく地震力（風＋

雪）に対して、建物の構造部材の

応力計算を行い、各部位がすべて

許容応力度以内に納まっているか

を検討して構造部材の断面を決定

する方法

短期：地震・風・雪＋長期

長期：常時鉛直荷重

詳細診断法：保有耐力の考え方を基

本としており、耐力要素として、壁

や筋かいなどの耐力を足し合わせ

て建物の耐力を算定し、大地震時に

必要な耐力と比較して耐震性を検

討する方法

建物の耐力を 1 自由度系に縮約し

た荷重変形関係と検証用加速度応

答スペクトルの関係より、建物の

変形を求める方法

建物の振動モデルを作成し、地震

応答解析によって応答値を求め、

応答値と安全限界を比較すること

により耐震診断を行う方法であ

る。

稀に発生する風での検討 極稀に発生する風での検討 極稀に発生する風での検討 極稀に発生する風での検討

X 方向、Y 方向単独に解析 X 方向、Y 方向単独に解析 X 方向・Y 方向単独に解析 立体で解析

規基準（新築） 建築基準法 建築基準法 建築基準法 建築基準法

規基準

（耐震診断）

建築基準法 日本建築防災協会【木造住宅の耐震

診断と補強方法】

重要文化財(建造物)耐震診断指針 重要文化財(建造物)耐震診断指針

他の適用事例 一般の新築建物に適用 一般・伝統工法の耐震診断に適用 重要文化財の耐震診断に適用

弘前城天守、名古屋城西南隅櫓

重要文化財の耐震診断に適用

松江城天守、犬山城天守

松本城天守、姫路城天守

熊本城建造物

（復元新築）

馬具櫓続塀（H20） 本丸御殿（H15）
飯田丸五階櫓（H12）

馬具櫓（H20） 平左衛門丸塀（不安定な立地の上

の長い構造物で、参考例が少ない

ため応答性状を把握した）

熊本城建造物

（耐震診断）

無し 無し 平櫓（予定）不開門（予定） 宇土櫓（予定）

Ⅲ　構造解析の手法について

熊本城では、これまでいくつもの建造物を復元してきたが、その建築構造解析の手法は、年を追って進

歩してきており、今後は、これまでより以上の精度を持った解析方法を実施していく必要に迫られるもの

と考えられる。そこで、今回この総括の機会に、これまでの解析方法を整理し、今後の展望を考えたい。

これまでの構造解析方法は、表 7-2 の通りであった。それぞれの解析方法の特徴とその違いは、表 7-3

の通りである。

　以上を整理すると、これからの考え方として、五階櫓などの高層建築は、地震応答解析を用いる時刻歴

応答解析で行い、その他は、限界耐力計算法を用いるのが適当と考える。ただ、建物が長く連なるような

場合は、地震による位相差などが建物に悪影響を及ぼすことも想定されるので、時刻歴応答解析を取り込

むことも視野に入れる必要がある。また、塀については、位相差も気になるが、時刻歴応答解析で解析を

行うと、過度な補強をせざるを得ないこともあるので、塀については、許容応力度計算法で充分対応でき

るものと考える。

　またこの考え方は、重要文化財建造物の耐震診断事業にも応用できることを申し添える。
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第２節　総　括

熊本城跡は、明治はじめに軍用地となって廃城から免れ、第２次世界大戦終了まで陸軍の管理下に置か

れ、道路整備などの地形の改変を受けた。西南戦争時には砲台とするため石垣の一部が崩され、天守や本

丸御殿などが焼失した。そのような中、大正末期から城郭を保存し櫓を修理するとして熊本城址保存会が

保存活動を行い、昭和２年に宇土櫓を修理し、成果を挙げている。その後昭和８年には史跡となり、残っ

ていた建造物も国宝に指定された（昭和 25 年に重要文化財）。以後、石垣、建造物、その他の整備と分

けて総括する。

まず、特別史跡熊本城跡の石垣についてであるが、明治初期の解体撤去や明治 22 年の金峰山大地震に

より一部改変されている箇所はあるものの、良好に保存され現在に至っている。昭和 40 年に熊本市が特

別史跡熊本城跡の管理団体に指定され、昭和 41 年度以降は文化庁及び熊本県の補助を受けながら、石垣

保存修理を実施してきた。また、昭和 40 年代、50 年代はじめにかけての二の丸・三の丸では、国・県

施設に関しては県教委、その他については市教委による発掘調査が行われたが、石垣保存修理の際には発

掘調査は行われていない。昭和 57 年に文化庁指導による「特別史跡熊本城跡保存管理計画策定報告書」

が作成されると、報告書に則った整備が行われるようになり、事前確認発掘調査を行うことも定例化し、

その後の数寄屋丸復元整備以降には、石垣整備も含めて発掘調査が行われるようになった。平成９年度に

策定した熊本城復元整備計画の中に石垣保存修理（復元）等の保存整備も位置付け、復旧等も行ってき

た。石垣保存修理にあたっては、孕みなどの現状を把握した上で、修理範囲を決定し、復元に係る石垣部

分に関しては復元建造物の設計と相互に内容を確認しながら修理、整備方針を決定してきた。

次に、史跡内の建造物については、昭和 35 年に市制 70 周年及び加藤清正生誕 350 周年を記念して大

天守・小天守が戦後復興のシンボルとして、図と写真を根拠に外観復元された。ほぼ同時期に平左衛門丸

塀（昭和 35 年）、平御櫓（昭和 36 年）、馬具櫓（昭和 41 年）もコンクリートブロック造による外観復

元がされた。昭和 56 年には西南戦争 100 周年記念とした西大手門、平成元年には市制 100 周年を記念

して数寄屋丸二階御広間が復元された。その後平成９年に熊本城復元整備計画を策定し、短期（第Ⅰ期）

復元整備計画として平成 19 年度の本丸御殿大広間はじめとした６つの建造物、平成 26 年度には短期（第

Ⅱ期）復元整備計画の１つとして馬具櫓及び続塀を復元整備して現在に至っている。これらの復元整備に

より、市民をはじめとした来客者が容易に歴史的環境を理解できるようになり、強い関心が寄せられた。

同時に、技術者たちの技術継承の場としても大きな役割を果たしてきた。

重要文化財建造物については、昭和 28 年から国の文化財保護委員会の直轄事業として解体修理等が実

施され、修理が完了した建造物から熊本市への管理団体指定（昭和 34 年と昭和 37 年）が行われた。そ

の後は、文化庁の補助事業として昭和 37 〜 40 年にかけて消火設備等の防災施設が整備され、昭和 50 年

代・60 年代において宇土櫓の半解体修理をはじめ大規模な保存修理を実施した。近年は平成 12 年度及

び平成 16 年度に台風災害による復旧を実施してきたが、前回の大規模な保存修理から約 30 年が経過し、

随所に経年による劣化や破損が見受けられることから、耐震診断を含めた現況調査を実施し、必要があれ

ば耐震補強工事を含めた保存修理工事を行う時期に来ている。

その他の整備については、第２次世界大戦が終わり、軍施設としての役割を終えた熊本城跡は、昭和

20 年に都市計画案が示され、熊本市が公園化のために大蔵省へ提出していた貸付申請が昭和 24 年に認

められた。その後重要文化財建造物の本格改修をはじめ、行幸坂以東の竹の丸地区を除く本丸地区から公

園化が進められていった。昭和 30 年代に入ると、米軍が駐留していた竹の丸、二の丸地区及び古城地区

の一部が返還され、竹の丸は大蔵省からの貸付による公園化が決定された。二の丸と古城地区は合同庁舎
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と県立第一高校として整備され、昭和 35 年の熊本国体開催に伴う藤崎台球場、熊本城内プールの整備、

千葉城地区のＮＨＫなどこの時期に官公庁等の公共施設が整備されていった。なお、天守再建を契機とし

て文化財の維持管理及び整備費用に充てるため入城が有料化されたのはこの時期である。昭和 40 年代に

なると、二の丸、西出丸を都市公園として早急に整備することなどを条件に史跡の管理団体として指定さ

れ、昭和 42 年に策定された熊本城公園計画を基に二の丸、西出丸地区が整備された。また昭和 47 年に

は、大半の土地が国有地であり、官公庁の庁舎建築に何ら規制を加える方途がないとして、熊本市から文

化庁へ特別史跡拡大の要望が出された。昭和 50 年代になると、三の丸地区にあった国、県、民間施設の

転出が進み、昭和 49 年、昭和 54 年に策定された市長諮問機関による答申に基づいて三の丸広場などの

公園整備が進められた。平成に入ると、三の丸地区にあった財団法人化学及血清療法研究所敷地を用地取

得し、旧細川刑部邸移築をはじめとした三の丸の史料公園整備が進められた。（一部が未整備のままで平

成 23 年に三の丸第２駐車場として暫定整備され、現在に至っている。）その後は、昭和 57 年度策定の保

存管理計画報告書、平成９年度策定の熊本城復元整備計画に基づき、復元整備をはじめとした史跡整備を

進めている。

このほか、戦後の公園整備において便益施設・管理施設が整備されてきた。昭和 35 年以降に埋設され

た配管などの埋設物や露出配管も多く、今後は設備機器を含めた既存施設の更新計画を立てどのように実

施していくかも課題である。また、歴史を踏まえた全体的な動線計画、今後の旧城域内の施設移転や公有

化された土地の整備計画、緑保全とともに遺構、史跡の保全及び景観・眺望も考慮した樹木管理基準、調

査研究のさらなる推進と情報発信など、今後の整備計画策定において十分に検討していく必要がある。

建造物の復元整備においては、遺構・資料の確認、復元年代の設定などに課題があり、熊本城の復元年

代の設定は、歴史的経過に沿って次のようにしたい。復元は明治期の古写真にある形状に復する。ただ

し、その構造は、古写真にある状態の建造物が建築されたときの構造を採用する。なお、復元根拠は、遺

構、遺物、古写真、古絵図、文献資料となるが、構造などが不鮮明な場合は、類似する建造物（熊本城内

あるいは近隣もしくは年代の近い類例）を参考にする。

特別史跡熊本城跡の城郭としての構成は壮大であり、歴史的な発展過程を今日に伝えている。今後は現

在の改訂作業を進めている保存活用計画に基づき、史跡を構成する要素の確認と復元整備の対象範囲の検

討がさらに求められる。整備を実施する場合は綿密な調査と精緻な方法で、特別史跡に相応しい整備を実

施する必要がある。
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